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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

• 対象読者, vii ページ

• 表記法, vii ページ

• Cisco UCSの関連ドキュメント, ix ページ

• マニュアルに関するフィードバック, ix ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素]のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[メインタイトル]のように示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル
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説明テキストのタイプ

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（bold）で示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（italic）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意
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「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての

警告を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

すべてのBシリーズマニュアルの完全なリストについては、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-docで入手可能な『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

Mシリーズのすべてのマニュアルのリストについては、Cisco UCS M-Series Servers Documentation
Roadmapを参照してください。

管理用の UCS Managerと統合されたラックサーバでサポートされるファームウェアバージョン
とサポートされる UCS Managerバージョンについては、『Release Bundle Contents for Cisco UCS
Software』を参照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLmailto:ucs-docfeedback@cisco.comドキュメント内のフィードバックフォーム
よりご連絡ください。ご協力をよろしくお願いいたします。
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第 1 章

Cisco UCS M シリーズモジュラサーバの概
要

このパートの構成は、次のとおりです。

• Cisco UCS Mシリーズモジュラサーバについて, 1 ページ

• 新機能, 1 ページ

• 注意事項と制約事項, 3 ページ

Cisco UCS M シリーズモジュラサーバについて
従来のサーバは、たとえばCPU、ネットワークアダプタ、ローカルストレージなど、複数のサー
バで共有できないキャプティブリソースを持ちます。Cisco UCSMシリーズモジュラサーバは、
これらのリソースの一部をシャーシ内で共有することが可能な、新しいクラスの Cisco UCSサー
バです。従来はサーバ専用とされてきた、ハードディスクドライブ、I/O、アダプタなどのリソー
スが、シャーシレベルで集約されて、そのシャーシ内の複数のサーバで共有されるようになって

います。

Cisco UCS Mシリーズモジュラサーバは、サーバのネットワークコンポーネントとストレージ
コンポーネントを切り離し、シャーシ内のサーバで必要に応じて配分できる、柔軟に設定可能な

リソースとして提供します。Cisco UCS Mシリーズでは、CPUおよびメモリはサーバにローカル
です。サーバはシャーシのリソースに標準PCIeで接続します。シャーシ内で共有されるのは、電
源、管理、冷却、ストレージ、およびネットワークコンポーネントです。

新機能
Cisco UCS Mシリーズモジュラサーバでは Cisco UCS Managerリリース 2.5(2)で、次の新機能が
導入されました。
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UCS Manager を使用した TPM および TXT の設定

トラステッドプラットフォームモジュール（TPM）は、パスワードや証明書、または暗号キーな
ど、サーバの認証に使用するアーティファクトを安全に保存できるコンポーネントです。プラッ

トフォームが信頼性を維持していることを確認するうえで効果的なプラットフォームの尺度の保

存でも、TPMを使用できます。Intel Trusted Execution Technology（TXT）を使用すると、サーバ
上で使用および保管される情報の保護機能が強化されます。

このリリースでは、Cisco UCSManagerを使用したCisco UCSME-2814コンピュートカートリッジ
での TPMと TXTの設定がサポートされています。TPMはデフォルトで有効になっており、TXT
はデフォルトで無効になっています。

ホストポートへの vNIC の配置

vNICは共有アダプタの 2つのホストポートの 1つに配置できます。配置先のホストポートは明
示的に指定するか、または Cisco UCS Managerにより自動的にホストポートに vNICを割り当て
ることができます。vNICのホストポート配置により、アダプタの vNICの順序が決まります。最
初のホストポートに配置された vNICは最初に列挙され、2番目のホストポートの vNICがそれに
続きます。このリリースでは、ホストポートへの vNICの配置は Cisco UCSME-1414コンピュー
トカートリッジにのみ適用されます。

vNICのホストポートへの配置について詳しくは、『Cisco UCS Manager CLI Configuration Guide,
Release 2.2.』を参照してください。

1 サーバ当たり最大 4 つの LUN をサポート

Cisco UCSME-2814コンピュートカートリッジのモジュラサーバは 1サーバ当たり最大 4つの
LUNをサポートしており、そのうち 2つまでの LUNがブート可能です。Cisco UCSME-1414およ
び UCSME-142コンピュートカートリッジのモジュラサーバは、1サーバ当たり最大 2つの LUN
をサポートします。

Cisco UCS Mシリーズモジュラサーバでは Cisco UCS Manager リリース 2.5(1) で、次の新機能
が導入されました。

モジュラーサーバアーキテクチャ

モジュラサーバアーキテクチャには、たとえば次の主要機能があります。

•コンピュートカートリッジ：新しいモジュラ型シャーシの各スロットに、コンピュートカー
トリッジを収容できます。コンピュートカートリッジごとに、1台以上のサーバを収容でき
ます。

•モジュラサーバの 3タプル参照：新しいアーキテクチャでは、コンピューティングサーバ
はカートリッジに格納され、カートリッジはシャーシに収容されます。したがって、CiscoM
シリーズサーバのすべての参照は、chassis-id/cartridge-id/server-idという 3タプルの形にな
ります。

•一元化されたリソース：ストレージ、I/O、ストレージコントローラなどのリソースがシャー
シに一元化されてホストされます。
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•共有アダプタ：共有アダプタはモジュラ型シャーシに収容されます。これは、サーバのネッ
トワークおよびストレージリソースにアクセスするための集約ポイントでもあります。

ストレージプロファイル

一元化されたストレージリソースの使用法を柔軟に設定できるよう、ストレージプロファイルが

導入されています。

Cisco システムリンクテクノロジー

Cisco UCS Mシリーズモジュラサーバで使用される Cisco UCS仮想インターフェイスカード
（VIC）は、複数のサーバに同時に接続する複数の PCeバスを提供します。VICで使用するシス
テムリンクテクノロジーは、PCIeバスをそれぞれのサーバまで拡張し、ローカル CPUが使用す
る PCIeホストインターフェイス上に仮想デバイスを作成します。OSはこの仮想デバイスをロー
カル PCIeデバイスとして認識し、I/Oトラフィックをホスト PCIeレーンに渡します。これによ
り、I/Oトラフィックは適切な共有リソース（ローカルストレージまたはネットワークインター
フェイス）にマップされます。

仮想ストレージコントローラ

シャーシ内の共有ストレージコントローラとハードドライブを介してサーバに提供される仮想ド

ライブへのアクセスは、仮想ストレージコントローラによって提供されます。仮想ストレージコ

ントローラは、SCSI NIC（sNIC）と呼ばれる、OSに提示される新しい PCIeデバイスを導入しま
す。OSはこれらのアイテムをローカル接続された SCSIデバイスとみなします。

注意事項と制約事項
•ファブリックインターコネクトとモジュラシャーシ間は、常にポートチャネルモードで接
続されるため、シャーシポートチャネルモードにあるため、シャーシディスカバリポリ

シーは適用されません。

• Cisco UCS Managerリリース 2.5では、Cisco UCS Managerリリース 2.2でサポートされてい
る機能のほとんどをサポートしています。ただし、以下についてはサポートしていません。

• Cisco UCS Bシリーズサーバおよび Cisco Cシリーズサーバ

•ファイバチャネルと Fiber Channel over Ethernet、および関連する設定（vHBAなど）

•ダイナミック vNIC

• usNIC

• VMQ

CiscoUCSManagerでサポートされているすべての機能および設定タスクについては、『CiscoUCS
Manager CLI Configuration Guide, Release 2.2』で詳しく説明しています。
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第 2 章

ストレージプロファイルの設定

このパートの構成は、次のとおりです。

• ストレージプロファイル, 5 ページ

• ディスクグループおよびディスクグループ設定ポリシー, 6 ページ

• RAIDレベル, 8 ページ

• 自動ディスク選択, 9 ページ

• サポートされている LUNの変更, 10 ページ

• サポートされていない LUNの変更, 10 ページ

• ディスク挿入の処理, 11 ページ

• 仮想ドライブの命名, 13 ページ

• LUNの参照解除, 13 ページ

• 注意事項と制約事項, 14 ページ

• ストレージプロファイルの設定, 15 ページ

ストレージプロファイル
Cisco UCS Bシリーズおよび Cシリーズサーバとは異なり、Cisco UCS Mシリーズモジュラサー
バにローカルストレージはありません。代わりに、ストレージはシャーシごとに一元化され、こ

の一元化されたストレージがシャーシ内のすべてのサーバで共有されます。ストレージプロファ

イルを作成して使用することで、ストレージディスクの数、これらのディスクのロールと用途、

およびその他のストレージパラメータを柔軟に定義できます。ストレージプロファイルには、1
つ以上のサービスプロファイルのストレージ要件がカプセル化されます。ストレージプロファイ

ルで設定されたLUNは、ブートLUNまたはデータLUNとして使用でき、また特定のサーバ専用
にすることができます。さらに、ローカル LUNをブートデバイスとして指定することも可能で
す。ただし、LUNのサイズ変更はサポートされていません。ストレージプロファイルを導入する
と、次の利点があります。
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•複数の仮想ドライブを設定し、仮想ドライブによって使用される物理ドライブを選択できま
す。仮想ドライブのストレージ容量も設定できます。

•ディスクグループに含まれるディスクの数、タイプ、ロールを設定できます。

•ストレージプロファイルをサービスプロファイルに関連付けることができます。

ストレージプロファイルは、組織レベルでも、サービスプロファイルレベルでも作成できます。

サービスプロファイルには、専用ストレージプロファイルおよび組織レベルのストレージプロ

ファイルを関連付けることができます。

ディスクグループおよびディスクグループ設定ポリシー
UCS Mシリーズモジュラサーバでは、シャーシ内のサーバはそのシャーシに一元化されたスト
レージを使用できます。ストレージに使用するディスクは、ユーザが選択して設定できます。こ

れらの物理ディスクの論理集合をディスクグループと言います。ディスクグループを使用すれ

ば、ローカルディスクを整理できます。ストレージコントローラがディスクグループの作成と

設定を制御します。

ディスクグループ設定ポリシーはディスクグループの作成方法と設定方法を定義したものです。

このポリシーで、ディスクグループに使用する RAIDレベルを指定します。また、ディスクグ
ループのディスク、およびディスクのロールを手動で選択するか、自動で選択するかどうかも指

定します。1つのディスクグループポリシーを使用して、複数のディスクグループを管理できま
す。ただし、1つのディスクグループを複数のディスクグループポリシーで管理することはでき
ません。

ホットスペアとは、ディスクグループに含まれるディスクで障害が発生した場合にディスクグ

ループで使用できる、未使用の予備ディスクのことです。ホットスペアを使用できるのは、フォー

ルトトラレント RAIDレベルをサポートするディスクグループのみです。

仮想ドライブ

1つのディスクグループは、複数の仮想ドライブにパーティション分割できます。その場合、オ
ペレーティングシステムには各仮想ドライブが個別の物理デバイスとして表されます。

ディスクグループのすべての仮想ドライブは、同じ 1つのディスクグループポリシーを使用し
て管理する必要があります。

設定状態

[Configuration States]には、仮想ドライブの設定状態が示されます。仮想ドライブの設定状態は次
のいずれかになります。

• [Applying]：仮想ドライブを作成中です。

• [Applied]：仮想ドライブの作成が完了したか、仮想ディスクポリシーの変更が設定されて正
常に適用されました。
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• [Failed to apply]：基礎となるストレージサブシステムで発生したエラーにより、仮想ドライ
ブの作成、削除、または名前変更が失敗しました。

• [Orphaned]：この仮想ドライブを含むサービスプロファイルが削除されたか。

• [Not in use]：この仮想ドライブが含まれていたサービスプロファイルが何にも関連付けられ
ていない状態になっています。

展開状態

[Deployment States]には、仮想ドライブで実行中のアクションが示されます。仮想ドライブの展開
状態は次のいずれかになります。

• [No action]：仮想ドライブに対して保留中の作業項目はありません。

• [Creating]：仮想ドライブを作成中です。

• [Deleting]：仮想ドライブを削除中です。

• [Modifying]：仮想ドライブを変更中です。

• [Apply-Failed]：仮想ドライブの作成または変更が失敗しました。

動作状態

[Operability States]には、仮想ドライブの動作状態が示されます。仮想ドライブの動作状態は次の
いずれかになります。

• [Optimal]：仮想ドライブの動作状態は正常です。設定されているすべてのドライブがオンラ
インです。

• [Degraded]：仮想ドライブの動作状態は最適ではありません。設定されたドライブのいずれ
かに障害が発生したか、オフラインの状態です。

• [Cache-degraded]：仮想ドライブは write backモードの書き込みポリシーを使用して作成され
ましたが、BBUに障害が発生したか、BBUがありません。

always write backモードを選択した場合は、この状態になりません。（注）

• [Partially degraded]：RAID6仮想ドライブの動作状態が最適ではありません。設定されたドラ
イブのいずれかに障害が発生したか、オフラインの状態です。RAID6は、最大2つのドライ
ブ障害を許容できます。

• [Offline]：仮想ドライブが、RAIDコントローラで使用できません。これは基本的に障害状態
です。

• [Unknown]：仮想ドライブの状態は不明です。
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プレゼンスステータス

[Presence States]には、仮想ドライブコンポーネントのプレゼンスが示されます。仮想ドライブの
プレゼンスステータスは次のいずれになります。

• [Equipped]：仮想ドライブを利用できます。

• [Mismatched]：仮想ドライブの展開状態が、その仮想ドライブに設定されている状態と異な
ります。

• [Missing]：仮想ドライブがありません。

RAID レベル
ディスクグループの RAIDレベルは、可用性、データの冗長性、および I/Oパフォーマンスの確
保を目的とした、ディスクグループでのデータの編成方法を表します。

RAIDにより、次の機能が提供されます。

•ストライピング：複数の物理デバイスでデータをセグメント化します。これにより、デバイ
スの同時アクセスが可能になり、スループットが向上するため、パフォーマンスが向上しま

す。

•ミラーリング：同じデータを複数のデバイスに書き込んで、データの冗長性を実現します。

•パリティ：デバイスで障害が発生した場合にエラーを修正できるよう、追加のデバイスに冗
長データを保管します。パリティによって完全な冗長性が実現されることはありませんが、

シナリオによってはエラーリカバリが可能になります。

•スパニング：複数のドライブが 1つの大きなドライブであるかのように機能できます。たと
えば、4台の 20 GBドライブを結合して、1台の 80 GBドライブのようにすることができま
す。

サポートされている RAIDレベルは次のとおりです。

• RAID0Striped：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、高速スループット
を提供します。データの冗長性はなく、いずれかのディスクで障害が発生すると、すべての

データが失われます。

• RAID 1 Mirrored：データが 2つのディスクに書き込まれ、1つのディスクで障害が発生した
場合に完全なデータ冗長性を提供します。最大アレイサイズは、2つのドライブの小さい方
の空き容量に等しくなります。

• RAID 5 Striped Parity：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化されます。各ディ
スクの容量の一部に、ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用できるパリティ情報が

格納されます。RAID 5は、高い読み取り要求レートで、アプリケーションに適切なデータ
スループットを提供します。

RAID5は、RAID-5グループに属する複数のディスクにパリティデータブロックを配分しま
す。RAID 5には、3台以上のディスクが必要です。
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• RAID 6 Striped Dual Parity：アレイのすべてのディスクにデータをストライプ化し、2つのパ
リティデータセットを使用して、最大 2台の物理ディスクの障害に対する保護を提供しま
す。データブロックの各行に、2セットのパリティデータが格納されます。

2つ目のパリティブロックが追加される点を除けば、RAID 6は RAID 5と同じです。RAID
6には 4台以上のディスクが必要です。

• RAID 10Mirrored and Striped：RAID 10はミラーリングされたディスクのペアを使用して完全
なデータ冗長性を提供し、ブロックレベルのストライピングによって高度なスループット

レートを実現します。RAID 10は、パリティおよびブロックレベルのストライピングを使用
しないミラーリングを行います。RAID 10には 4台以上のディスクが必要です。

自動ディスク選択
ディスクグループ設定を指定して、そのディスクグループに含まれるローカルディスクを指定

しないと、Cisco UCS Managerはディスクグループ設定ポリシーで指定された基準に従って、使
用するディスクを決定します。この場合、CiscoUCSManagerは複数の方法でディスクを選択でき
ます。

一連のディスクのすべての修飾子が一致すると、それらのディスクはスロット番号に従って順番

に選択されます。通常のディスクおよび専用ホットスペアは、スロット番号が小さい順に選択さ

れます。

ディスク選択プロセスは次のとおりです。

1 新しい仮想ドライブの作成が必要なすべてのローカル LUNについて処理が繰り返されます。
繰り返し処理は、次の基準に、記載する順で従います。

a ディスクの種類

b 降順の最小ディスクサイズ

c 降順のスペース要件

d アルファベット順のディスクグループ修飾子名

e アルファベット順のローカル LUN名

2 最小ディスク数および最小ディスクサイズに応じて、通常のディスクを選択します。検索基準

を満たすディスクのうち、スロット番号が最も小さい順にディスクが選択されます。

ドライブタイプとして [Any]を指定すると、使用可能な最初のドライブが選択されます。最初
のドライブが選択されると、以降のドライブはそのドライブと互換性のあるタイプになりま

す。たとえば、最初のドライブが SATAである場合、後続のすべてのドライブも SATAとな
ります。Cisco UCS Managerリリース 2.5でサポートされているのは SATAと SASのみです。

Cisco UCS Managerリリース 2.5では RAIDのマイグレーションをサポートしていません。

（注）
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3 専用ホットスペアの選択方法も、通常のディスクを選択する場合と同じです。[Unconfigured
Good]状態のディスクのみが選択されます。

4 プロビジョニング済みLUNに、展開済み仮想ドライブと同じディスクグループポリシーが設
定されている場合は、同じディスクグループへの新しい仮想ドライブの展開を試みます。そう

でない場合は、展開する新しいディスクの検索を試みます。

サポートされている LUN の変更
LUNが関連付けられたサーバにすでに展開されているとしても、LUN設定に対する一部の変更は
サポートされます。

次のタイプの変更を行うことができます。

•新しい仮想ドライブの作成。

•孤立した状態にある既存の仮想ドライブの削除。

•既存の仮想ドライブに対する、再構成を伴わない変更。次の変更は、データ損失やパフォー
マンスの低下を伴わずに既存の仮想ドライブに対して行うことができます。

•ポリシーの変更。たとえば、キャッシュ書き込みポリシーを変更するなどです。

•ブートパラメータの変更

LUNを削除すると、警告が表示されます。データ損失を回避するための措置を取ってください。

サポートされていない LUN の変更
既存のLUNに対する変更の中には、元の仮想ドライブを破棄して新しい仮想ドライブ作成しなけ
れば適用できない変更があります。その場合、すべてのデータが失われるため、そのような変更

はサポートされていません。

再構成を伴う既存の仮想ドライブに対する変更はサポートされていません。サポートされていな

い、再構成を伴う変更は次のとおりです。

•再構成を通して可能となる、サポートされている任意の RAIDレベルの変更。たとえば、
RAID0から RAID1への変更です。

•再構成を通した仮想ドライブのサイズ増加。

•再構成を通したディスクの追加および削除。

破壊的変更もサポートされていません。サポートされていない破壊的変更は次のとおりです。

•再構成をサポートしないRAIDレベルの変更。たとえば、RAID5からRAID1への変更です。

•仮想ドライブのサイズ縮小。
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•同じドライブグループに他の仮想ドライブが存在する状況における、再構成をサポートする
RAIDレベルの変更。

•ディスクドライブに仮想ドライブを収容するだけのスペースが残っていない場合のディスク
の削除。

•仮想ドライブで使用しているディスクセットの明示的変更。

ディスク挿入の処理
次の一連のイベントが発生する場合があります。

1 LUNが、次のいずれかの方法で作成されます。

1 ユーザがローカルディスク参照を使用して、明示的にスロットを指定します。

2 ユーザが指定した基準に従って、システムがスロットを選択します。

2 LUNが正常に展開されます。つまり、そのスロットを使用する仮想ドライブが作成されます。

3 ディスクをスロットから取り外します（おそらくディスクで障害が発生したため）。

4 同じスロットに新しい有効なディスクを挿入します。

次のシナリオが可能です。

•非冗長仮想ドライブ, （11ページ）

•ホットスペアドライブが割り当てられていない冗長仮想ドライブ, （11ページ）

•ホットスペアドライブが割り当てられた冗長仮想ドライブ, （12ページ）

•ホットスペアドライブの交換, （12ページ）

•未使用スロットへの物理ドライブの挿入, （13ページ）

非冗長仮想ドライブ

非冗長仮想ドライブ（RAID0）は、物理ドライブが除去されると [Inoperable]状態になります。新
しい有効なドライブが挿入されると、新しい物理ドライブは [UnconfiguredGood]状態になります。

非冗長仮想ドライブの場合、仮想ドライブの回復手段はありません。仮想ドライブを削除してか

ら再作成する必要があります。

ホットスペアドライブが割り当てられていない冗長仮想ドライブ

冗長仮想ドライブ（RAID 1、RAID 5、RAID 6、RAID 10）にホットスペアドライブが割り当て
られていないと、古い物理ドライブを取り除いたスロットに有効な物理ドライブを挿入するまで

Cisco UCS M シリーズモジュラサーバ用 Cisco UCS Manager CLI クイックリファレンスガイドリリース
2.5    

11

ストレージプロファイルの設定

ディスク挿入の処理



は、仮想ドライブの不一致、仮想ドライブのメンバ欠如、ローカルディスクの欠如といった障害

状態になります。

物理ドライブのサイズが古いドライブのサイズ以上である場合、ストレージコントローラは自動

的にその新しいドライブを仮想ドライブ用に使用します。新しいドライブは [Rebuilding]状態にな
ります。再ビルドが完了すると、仮想ドライブは [Online]状態に戻ります。

ホットスペアドライブが割り当てられた冗長仮想ドライブ

冗長仮想ドライブ（RAID 1、RAID 5、RAID 6、RAID 10）にホットスペアドライブが割り当て
られている場合、ドライブで障害が発生したり、ドライブを取り除いたりすると、仮想ドライブ

が [Degraded]状態になった時点で、専用ホットスペアドライブ（使用可能な場合）が [Rebuilding]
状態になります。再ビルドが完了すると、そのドライブが [Online]状態になります。

仮想ドライブが運用可能であっても、仮想ドライブは Cisco UCSMが期待する物理設定と一致し
ないため、ディスク欠如および仮想ドライブ不一致の障害が発生します。

ディスクが欠如しているスロットに新しいディスクを挿入すると、前のホットスペアディスクか

ら、新しく挿入されたディスクへの自動コピーバックが開始されます。コピーバックの後、ホッ

トスペアディスクが復元されます。復元された時点で、すべてのエラーがクリアされます。

自動コピーバックが開始されず、新しく挿入したディスクの状態が [Unconfigured Good]、[JBOD]
または [Foreign Configuration]のままになっている場合は、新しいディスクをスロットから取り除
き、前のホットスペアディスクをスロットに再挿入して、外部設定をインポートしてください。

これにより再ビルドプロセスが開始され、ドライブの状態が [Online]になります。その時点で、
新しいディスクをホットスペアスロットに挿入し、ホットスペアとしてマークして、CiscoUCSM
で使用可能な情報と完全に一致させます。

ホットスペアドライブの交換

ホットスペアドライブを交換すると、新しいホットスペアドライブは [Unconfigured Good]、
[Unconfigured Bad]、[JBOD]、または [Foreign Configuration]状態になります。

ホットスペアドライブの状態が Cisco UCSMで設定されている状態と異なることから、仮想ドラ
イブの不一致または仮想ドライブメンバの不一致による障害が発生します。

このエラーは、手動でクリアする必要があります。それには、次の操作を実行します。

1 新しく挿入されたドライブの状態を [Unconfigured Good]に戻します。

2 新しく挿入されたドライブを、CiscoUCSMが期待するホットスペアドライブとなるように設
定します。
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未使用スロットへの物理ドライブの挿入

未使用のスロットに新しい物理ドライブを挿入した場合、そのドライブが [Unconfigured Good]状
態であっても、正常な物理ドライブが欠如している仮想ドライブがあると、ストレージコント

ローラも Cisco UCSMもその新しいドライブを利用しません。

その場合、ドライブは [UnconfiguredGood]状態になるだけです。新しいドライブを利用するには、
新しく挿入されたドライブを参照するように LUNを変更するか、そのドライブを参照する LUN
を作成する必要があります。

仮想ドライブの命名
UCSMを使用して仮想ドライブを作成すると、UCSMがその仮想ドライブに固有 IDを割り当て
ます。以降の操作では、この IDを使用して確実に仮想ドライブを識別できます。UCSMでは、
サービスプロファイルを関連付ける時点で仮想ドライブに柔軟に名前を付けられるようにもなっ

ています。サービスプロファイルまたはサーバによって参照されていない仮想ドライブは、いず

れも孤立した仮想ドライブとしてマークされます。

固有 IDに加え、名前がドライブに割り当てられます。名前は、次の 2つの方法で割り当てられま
す。

•仮想ドライブを設定する際に、ストレージプロファイルで参照できる名前を、ユーザが明示
的に割り当てることができます。

•ユーザが仮想ドライブの名前をプロビジョニングしなかった場合、UCSMが仮想ドライブの
一意の名前を生成します。

サービスプロファイルまたはサーバによって参照されていない仮想ドライブの名前は変更するこ

とができます。

LUN の参照解除
LUNを使用するサービスプロファイルがなくなると、LUNの参照は解除されます。LUNの参照
解除は、次のシナリオの一環として行われる場合があります。

• LUNがストレージプロファイルから参照されなくなった。

•ストレージプロファイルがサービスプロファイルから参照されなくなった。

•サーバの関連付けがサービスプロファイルから解除された。

•サーバが稼働停止された。

LUNが参照されなくなっても、サーバがまだ関連付けられている場合は、再関連付けが行われま
す。

Cisco UCS M シリーズモジュラサーバ用 Cisco UCS Manager CLI クイックリファレンスガイドリリース
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LUNが含まれていたサービスプロファイルの関連付けが解除されると、LUNの状態は [Not inuse]
に変更されます。

LUNが含まれていたサービスプロファイルが削除されると、LUNの状態は [Orphaned]に変更さ
れます。

注意事項と制約事項
• CiscoUCSManagerでは、次のストレージプロファイル機能の開始をサポートしていません。
ただし、実行後のこれらの機能を Cisco UCS Managerからモニタすることはできます。

•仮想ドライブの再ビルド

•仮想ドライブの整合性検査

•仮想ドライブの初期化

•巡回読み込み

• BBUの再学習

•ロケータ LED

• BBUの設定

•破壊的な LUN変更

•自動 LUN作成

•ホットスペアを使用したディスクの再配置

• JBODモード

•追加ディスク選択修飾子

• Cisco UCS Managerでは、ストレージ設定での SASと SATAの組み合わせをサポートしてい
ません。

• Cisco UCS Managerリリース 2.5でサポートされるストライプサイズは 64k以上に限られま
す。ストライプサイズを 64k未満にすると、サービスプロファイルの関連付けに失敗しま
す。

コントローラの制限と制約事項

Cisco UCSManagerリリース 2.5では、ストレージコントローラが許容する仮想ドライブの数はコ
ントローラごとに 64、サーバごとに最大 4つで、そのうちブート可能な仮想ドライブは最大 2つ
です。
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Cisco UCSME-2814コンピュートカートリッジのモジュラサーバにのみ、サーバごとに最大 4
つの仮想ドライブのサポートが含まれています。

（注）

ストレージプロファイルの設定

ディスクグループポリシーの設定

ディスクグループポリシーの設定は、自動または手動でディスクを選択することにより行いま

す。ディスクグループの設定には、次の操作が必要です。

1 RAIDレベルの設定, （15ページ）

2 ディスクグループ内のディスクの自動設定, （16ページ）またはディスクグループ内のディ
スクの手動設定, （18ページ）

3 仮想ドライブプロパティの設定, （19ページ）

RAID レベルの設定

手順の概要

1. UCS-A# scope orgorg-name
2. UCS-A /org# create disk-group-config-policydisk-group-name
3. UCS-A /org/disk-group-config-policy* # set raid-levelraid-level
4. UCS-A /org/disk-group-config-policy* # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織モード

を開始するには、/を org-nameとして入力します。
UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定された名前でディスクグループ設定ポリシーを作成し

て、ディスクグループ設定ポリシーモードを開始します。

UCS-A /org# create
disk-group-config-policydisk-group-name

ステップ 2   

ディスクグループ設定ポリシーの RAIDレベルを指定しま
す。指定可能な RAIDレベルを以下に示します。

UCS-A /org/disk-group-config-policy* #
set raid-levelraid-level

ステップ 3   

• raid-0-striped

• raid-1-mirrored

Cisco UCS M シリーズモジュラサーバ用 Cisco UCS Manager CLI クイックリファレンスガイドリリース
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目的コマンドまたはアクション

• raid-10-mirrored-and-striped

• raid-5-striped-parity

• raid-6-striped-dual-parity

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A /org/disk-group-config-policy* #
commit-buffer

ステップ 4   

次に、ディスクグループ設定ポリシーの RAIDレベルを設定する例を示します。
UCS-A# scope org
UCS-A /org # create disk-group-config-policy raid5policy
UCS-A /org/disk-group-config-policy* # set raid-level raid-5-striped-parity
UCS-A /org/disk-group-config-policy* # commit-buffer

次の作業

ディスクグループ設定ポリシーの一部としてディスクを自動または手動で設定します。

ディスクグループ内のディスクの自動設定

UCSMにより、ディスクグループ内のディスクを自動的に選択し、設定することができます。

RAID1ポリシーを使用するディスクグループを作成して、そのグループに 4つのディスクを設定
すると、ストレージコントローラによって RAID1E構成が内部的に作成されます。

手順の概要

1. UCS-A# scope orgorg-name
2. UCS-A /org# enter disk-group-config-policydisk-group-name
3. UCS-A /org/disk-group-config-policy* # enter disk-group-qual
4. UCS-A /org/disk-group-config-policy/disk-group-qual* # set drive-typedrive-type
5. UCS-A /org/disk-group-config-policy/disk-group-qual* # set min-drive-sizedrive-size
6. UCS-A /org/disk-group-config-policy/disk-group-qual* # set num-ded-hot-spareshot-spare-num
7. UCS-A /org/disk-group-config-policy/disk-group-qual* # set num-drivesdrive-num
8. UCS-A /org/disk-group-config-policy/disk-group-qual* # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織モードを

開始するには、/を org-nameとして入力します。
UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

指定されたディスクグループ名のディスクグループ設定ポ

リシーモードを開始します。

UCS-A /org# enter
disk-group-config-policydisk-group-name

ステップ 2   

ディスクグループ認定モードを開始します。このモードで

は、UCSMが、自動的に、指定されたディスクグループの
一部としてディスクを設定します。

UCS-A /org/disk-group-config-policy* # enter
disk-group-qual

ステップ 3   

ディスクグループのドライブタイプを指定します。次のオ

プションを選択できます。

UCS-A
/org/disk-group-config-policy/disk-group-qual*
# set drive-typedrive-type

ステップ 4   

• SSD

•未指定

ドライブのタイプとしてUnspecifiedを指定した場
合は、最初の使用可能なドライブが選択されます。

このドライブが選択されると、以降のドライブの

タイプはこれと互換性のあるものとなります。た

とえば、最初のドライブがSSDの場合、以降のす
べてのドライブが SSDになります。

（注）

ディスクグループの最小ドライブサイズを指定します。こ

の基準を満たすディスク以外は選択できません。

UCS-A
/org/disk-group-config-policy/disk-group-qual*
# set min-drive-sizedrive-size

ステップ 5   

最小ドライブサイズの範囲は 0～ 10240 GBです。最小ドラ
イブサイズをUnspecifiedに設定することもできます。最小
ドライブサイズをUnspecifiedに設定した場合は、すべての
サイズのドライブが選択可能になります。

ディスクグループの専用ホットスペアの数を指定します。UCS-A
/org/disk-group-config-policy/disk-group-qual*
# set num-ded-hot-spareshot-spare-num

ステップ 6   

専用ホットスペアの数の範囲は 0～ 24です。専用ホットス
ペアの数をUnspecifiedに設定することもできます。専用ホッ
トスペアの数をUnspecifiedに設定した場合は、ディスク選
択プロセスに従ってホットスペアが選択されます。

ディスクグループのドライブの数を指定します。UCS-A
/org/disk-group-config-policy/disk-group-qual*
# set num-drivesdrive-num

ステップ 7   

ドライブの範囲は0から24です。ドライブの数をUnspecified
に設定することもできます。ドライブの数を Unspecifiedに
設定した場合は、ドライブの数がディスク選択プロセスに

従って選択されます。

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A
/org/disk-group-config-policy/disk-group-qual*
# commit-buffer

ステップ 8   
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次に、ディスクグループ設定ポリシーに対してディスクを自動的に設定する例を示します。

UCS-A# scope org
UCS-A /org # enter disk-group-config-policy raid5policy
UCS-A /org/disk-group-config-policy* # enter disk-group-qual
UCS-A /org/disk-group-config-policy/disk-group-qual* # set drive-type ssd
UCS-A /org/disk-group-config-policy/disk-group-qual* # set min-drive-size 1000
UCS-A /org/disk-group-config-policy/disk-group-qual* # set num-ded-hot-spares 2
UCS-A /org/disk-group-config-policy/disk-group-qual* # set num-drives 7
UCS-A /org/disk-group-config-policy/disk-group-qual* # commit-buffer

次の作業

仮想ドライブを設定します。

ディスクグループ内のディスクの手動設定

ディスクグループのディスクを手動で設定することができます。

RAID1ポリシーを使用してディスクグループを作成し、そのグループに 4つのディスクを設定す
ると、ストレージコントローラによって RAID 1E構成が内部的に作成されます。

手順の概要

1. UCS-A# scope orgorg-name
2. UCS-A /org# enter disk-group-config-policydisk-group-name
3. UCS-A /org/disk-group-config-policy* # create local-disk-config-refslot-num
4. UCS-A /org/disk-group-config-policy/local-disk-config-ref *# set rolerole
5. UCS-A /org/disk-group-config-policy/local-disk-config-ref *# set span-idspan-id
6. UCS-A /org/disk-group-config-policy/local-disk-config-ref *# commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織モー

ドを開始するには、/を org-nameとして入力します。
UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定されたディスクグループ名のディスクグループ設

定ポリシーモードを開始します。

UCS-A /org# enter
disk-group-config-policydisk-group-name

ステップ 2   

指定されたスロットのローカルディスク設定参照を作

成して、ローカルディスク設定参照モードを開始しま

す。

UCS-A /org/disk-group-config-policy* # create
local-disk-config-refslot-num

ステップ 3   

ディスクグループ内のローカルディスクのロールを指

定します。次のオプションを選択できます。

UCS-A
/org/disk-group-config-policy/local-disk-config-ref
*# set rolerole

ステップ 4   

• ded-hot-spare：専用のホットスペア

• normal
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目的コマンドまたはアクション

ディスクが属しているスパングループの IDを指定しま
す。単一のスパングループに属している複数のディス

UCS-A
/org/disk-group-config-policy/local-disk-config-ref
*# set span-idspan-id

ステップ 5   

クは、大容量の単一ディスクとして扱うことができま

す。値の範囲は 0～ 8です。スパニング情報が必要な
い場合は、スパン IDを Unspecifiedとして設定するこ
ともできます。

CiscoUCSリリース 2.5では、最大 4つのスパ
ングループを作成できます。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A
/org/disk-group-config-policy/local-disk-config-ref
*# commit-buffer

ステップ 6   

次に、ディスクグループ設定ポリシーに対してディスクを手動で設定する例を示します。

UCS-A# scope org
UCS-A /org # enter disk-group-config-policy raid5policy
UCS-A /org/disk-group-config-policy* # create local-disk-config-ref 1
UCS-A /org/disk-group-config-policy/local-disk-config-ref *# set role ded-hot-spare
UCS-A /org/disk-group-config-policy/local-disk-config-ref* # set span-id 1
UCS-A /org/disk-group-config-policy/local-disk-config-ref *# commit-buffer

次の作業

仮想ドライブプロパティを設定します。

仮想ドライブプロパティの設定

1つのディスクグループ内のすべての仮想ドライブを単一のディスクグループポリシーを使用し
て管理する必要があります。

手順の概要

1. UCS-A# scope orgorg-name
2. UCS-A /org# scope disk-group-config-policydisk-group-name
3. UCS-A /org/disk-group-config-policy* # create virtual-drive-def
4. UCS-A /org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def* # set access-policypolicy-type
5. UCS-A /org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def* # set drive-cachestate
6. UCS-A /org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def* # set io-policypolicy-type
7. UCS-A /org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def* # set read-policypolicy-type
8. UCS-A /org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def* # set strip-sizestrip-size
9. UCS-A /org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def* # set write-cache-policypolicy-type
10. UCS-A /org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def* # commit-buffer
11. UCS-A /org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def* # show
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織モー

ドを開始するには、/を org-nameとして入力します。
UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定されたディスクグループ名のディスクグループ設

定ポリシーモードを開始します。

UCS-A /org# scope
disk-group-config-policydisk-group-name

ステップ 2   

仮想ドライブ定義を作成して、仮想ドライブ定義モー

ドを開始します。

UCS-A /org/disk-group-config-policy* # create
virtual-drive-def

ステップ 3   

アクセスポリシーを指定します。次のいずれかになり

ます。

UCS-A
/org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def*
# set access-policypolicy-type

ステップ 4   

• blocked

• platform-default

• read-only:

• read-write

ドライブキャッシュの状態を指定します。次のいずれ

かになります。

UCS-A
/org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def*
# set drive-cachestate

ステップ 5   

• enable

• disable

• no-change

• platform-default

Cisco UCSリリース 2.5では、ドライブキャッ
シュの状態を変更できません。選択されたドラ

イブキャッシュの状態に関係なく、

platform-defaultのまま変化しません。

重要

I/Oポリシーを指定します。次のいずれかになります。UCS-A
/org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def*
# set io-policypolicy-type

ステップ 6   

• cached

• direct

• platform-default

読み取りポリシーを指定します。次のいずれかになり

ます。

UCS-A
/org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def*
# set read-policypolicy-type

ステップ 7   

• normal

• platform-default
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目的コマンドまたはアクション

• read-ahead

ストリップサイズを指定します。次のいずれかになり

ます。

UCS-A
/org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def*
# set strip-sizestrip-size

ステップ 8   

• 64 KB

• 128 KB

• 256 KB

• 512 KB

• 1024 KB

• platform-default

書き込みキャッシュポリシーを指定します。次のいず

れかになります。

UCS-A
/org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def*
# set write-cache-policypolicy-type

ステップ 9   

• always-write-back

• platform-default

• write-back-good-bbu

• write-through

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A
/org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def*
# commit-buffer

ステップ 10   

設定された仮想ドライブプロパティを表示します。UCS-A
/org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def*
# show

ステップ 11   

次に、仮想ディスクプロパティを設定する例を示します。

UCS-A# scope org
UCS-A /org # scope disk-group-config-policy raid0policy
UCS-A /org/disk-group-config-policy # create virtual-drive-def
UCS-A /org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def* # set access-policy read-write
UCS-A /org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def* # set drive-cache enable
UCS-A /org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def* # set io-policy cached
UCS-A /org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def* # set read-policy normal
UCS-A /org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def* # set strip-size 1024
UCS-A /org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def* # set write-cache-policy write-through
UCS-A /org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def* # commit-buffer
UCS-A /org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def # show

Virtual Drive Def:
Strip Size (KB): 1024KB
Access Policy: Read Write
Read Policy: Normal
Configured Write Cache Policy: Write Through
IO Policy: Cached
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Drive Cache: Enable
UCS-A /org/disk-group-config-policy/virtual-drive-def #

次の作業

ストレージプロファイルの作成

ストレージプロファイルの作成

ストレージプロファイルは、組織レベルとサービスプロファイルレベルで作成できます。

手順の概要

1. UCS-A# scope orgorg-name
2. UCS-A /org # create storage-profilestorage-profile-name
3. UCS-A /org/storage-profile* # commit-buffer
4. （任意） UCS-A /org* # enter service-profileservice-profile-name
5. （任意） UCS-A /org/service-profile* # create storage-profile-def
6. UCS-A /org/service-profile/storage-profile-def* # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織モー

ドを開始するには、/を org-nameとして入力します。
UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定された名前を持つストレージプロファイルを組織

レベルで作成し、ストレージプロファイル設定モード

を開始します。

UCS-A /org # create
storage-profilestorage-profile-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A /org/storage-profile* # commit-bufferステップ 3   

（任意）

指定されたサービスプロファイルを入力します。

UCS-A /org* # enter
service-profileservice-profile-name

ステップ 4   

（任意）

ストレージプロファイルをサービスプロファイルレベ

ルで作成します。

UCS-A /org/service-profile* # create
storage-profile-def

ステップ 5   

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A
/org/service-profile/storage-profile-def* #
commit-buffer

ステップ 6   
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次に、ストレージプロファイルを組織レベルで作成する例を示します。

UCS-A# scope org
UCS-A /org # create storage-profile stp2
UCS-A /org/storage-profile* # commit-buffer

次に、ストレージプロファイルをサービスプロファイルレベルで作成する例を示します。

UCS-A# scope org
UCS-A /org* # enter service-profile sp1
UCS-A /org/service-profile* # create storage-profile-def
UCS-A /org/service-profile/storage-profile-def* # commit-buffer

次の作業

ローカル LUNの作成

ストレージプロファイルの削除

組織レベルまたはサービスプロファイルレベルで作成されたストレージプロファイルを削除で

きます。

手順の概要

1. UCS-A# scope orgorg-name
2. UCS-A /org # delete storage-profilestorage-profile-name
3. （任意） UCS-A /org # scope service-profileservice-profile-name
4. （任意） UCS-A /org/service-profile # delete storage-profile-def

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織モー

ドを開始するには、/を org-nameとして入力します。
UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

組織レベルで、指定された名前を持つストレージプロ

ファイルを削除します。

UCS-A /org # delete
storage-profilestorage-profile-name

ステップ 2   

（任意）

指定されたサービスプロファイルを入力します。

UCS-A /org # scope
service-profileservice-profile-name

ステップ 3   

（任意）

サービスプロファイルレベルの専用ストレージプロ

ファイルを削除します。

UCS-A /org/service-profile # delete
storage-profile-def

ステップ 4   
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次に、組織レベルのストレージプロファイルを削除する例を示します。

UCS-A # scope org
UCS-A /org # delete storage-profile stor1

次に、サービスプロファイルレベルのストレージプロファイルを削除する例を示します。

UCS-A # scope org
UCS-A /org # scope service-profile sp1
UCS-A /org/service-profile # delete storage-profile-def

ローカル LUN の作成
ローカルLUNは、組織レベルのストレージプロファイル内に作成することも、サービスプロファ
イルレベルの専用ストレージプロファイル内に作成することもできます。

手順の概要

1. UCS-A# scope orgorg-name
2. UCS-A /org # enter storage-profilestorage-profile-name
3. UCS-A /org/storage-profile* # create local-lunlun-name
4. UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # set auto-deploy {auto-deploy | no-auto-deploy}
5. UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # set disk-policy-namedisk-policy-name
6. UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # set orderorder-num
7. UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # set sizesize
8. UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織モード

を開始するには、/を org-nameとして入力します。
UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定されたストレージプロファイルのストレージプロファ

イルモードを開始します。

UCS-A /org # enter
storage-profilestorage-profile-name

ステップ 2   

指定された名前を持つローカル LUNを作成します。UCS-A /org/storage-profile* # create
local-lunlun-name

ステップ 3   

LUNを自動展開にするかどうかを指定します。UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # set
auto-deploy {auto-deploy |
no-auto-deploy}

ステップ 4   

この LUNのディスクポリシー名を指定します。UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # set
disk-policy-namedisk-policy-name

ステップ 5   

この LUNの順序を指定します。有効な順序値の範囲は 1
～ 64です。また、順序値を lowest-availableにして、使用

UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # set
orderorder-num

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

可能な最小の順序値が自動的に LUNに割り当てられるよ
うに指定することもできます。

ストレージプロファイルから参照される複数の LUNに、
一意の名前と一意の順序を割り当てる必要があります。

この LUNのサイズを GB単位で指定します。有効なサイ
ズの範囲は 1～ 10240 GBです。

UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # set
sizesize

ステップ 7   

孤立した LUNを要求する際に LUNサイズを指
定する必要はありません。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A /org/storage-profile/local-lun* #
commit-buffer

ステップ 8   

次に、組織レベルのストレージプロファイル内にローカル LUNを設定する例を示します。
UCS-A# scope org
UCS-A /org # enter storage-profile stp2
UCS-A /org/storage-profile* # create local-lun lun2
UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # set disk-policy-name dpn2
UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # set order 2
UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # set size 1000
UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # commit-buffer

次に、サービスプロファイルレベルの専用ストレージプロファイル内にローカル LUNを設定す
る例を示します。

UCS-A# scope org
UCS-A /org* # enter service-profile stp1
UCS-A /org/service-profile* # enter storage-profile-def
UCS-A /org/service-profile/storage-profile-def # create local-lun lun1
UCS-A /org/service-profile/storage-profile-def/local-lun* # set disk-policy-name dpn1
UCS-A /org/service-profile/storage-profile-def/local-lun* # set order 1
UCS-A /org/service-profile/storage-profile-def/local-lun* # set size 1000
UCS-A /org/service-profile/storage-profile-def/local-lun* # commit-buffer

次の作業

サービスプロファイルとストレージプロファイルの関連付け

ストレージプロファイル内のローカル LUN の順序変更
set orderコマンドを使用して、サーバに対するローカルLUNの表示順序を変更することができま
す。この操作でサーバがリブートされます。
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手順の概要

1. UCS-A# scope orgorg-name
2. UCS-A /org # enter storage-profilestorage-profile-name
3. UCS-A /org/storage-profile # enter local-lunlun-name
4. UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # set disk-policy-namedisk-policy-name
5. UCS-A /org/storage-profile/local-lun # set orderorder-num
6. UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # set sizesize
7. UCS-A /org/storage-profile/local-lun # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織モー

ドを開始するには、/を org-nameとして入力します。
UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定されたストレージプロファイルのストレージプロ

ファイルモードを開始します。

UCS-A /org # enter
storage-profilestorage-profile-name

ステップ 2   

指定されたローカル LUNのローカル LUNモードを開始
します。

UCS-A /org/storage-profile # enter
local-lunlun-name

ステップ 3   

この LUNのディスクポリシー名を指定します。UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # set
disk-policy-namedisk-policy-name

ステップ 4   

この LUNの順序を指定します。有効な順序値の範囲は
1～ 64です。また、順序値を lowest-availableにして、

UCS-A /org/storage-profile/local-lun # set
orderorder-num

ステップ 5   

使用可能な最小の順序値が自動的に LUNに割り当てら
れるように指定することもできます。

このLUNのサイズをGB単位で指定します。有効なサイ
ズの範囲は 1～ 10240 GBです。

UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # set
sizesize

ステップ 6   

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A /org/storage-profile/local-lun #
commit-buffer

ステップ 7   

次に、組織レベルのストレージプロファイル内のローカルLUNの順序を変更する例を示します。
UCS-A# scope org
UCS-A /org # enter storage-profile stp1
UCS-A /org/storage-profile* # enter local-lun lun1
UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # set disk-policy-name dpn1
UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # set order 1
UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # set size 10
UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # exit
UCS-A /org/storage-profile* # enter local-lun lun2
UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # set disk-policy-name dpn2
UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # set order 2
UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # set size 10
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UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # exit
UCS-A /org/storage-profile* # commit-buffer

UCS-A /org/storage-profile # show configuration

enter storage-profile stp1
enter local-lun lun1

set auto-deploy auto-deploy
set disk-policy-name dpn1
set order 1
set size 10

exit
enter local-lun lun2

set auto-deploy auto-deploy
set disk-policy-name dpn2
set order 2
set size 10

exit
set descr ""

exit

UCS-A /org/storage-profile # enter local-lun lun1
UCS-A /org/storage-profile/local-lun # set order 2
UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # exit
UCS-A /org/storage-profile* # enter local-lun lun2
UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # set order 1
UCS-A /org/storage-profile/local-lun* # exit
UCS-A /org/storage-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/storage-profile # show configuration

enter storage-profile stp1
enter local-lun lun1

set auto-deploy auto-deploy
set disk-policy-name dpn1
set order 2
set size 10

exit
enter local-lun lun2

set auto-deploy auto-deploy
set disk-policy-name dpn2
set order 1
set size 10

exit
set descr ""

exit

ストレージプロファイル内のローカル LUN の削除
LUNを削除すると、サーバから仮想ドライブ参照が削除された後、対応する仮想ドライブが孤立
としてマークされます。

手順の概要

1. UCS-A# scope orgorg-name
2. UCS-A /org # enter storage-profilestorage-profile-name
3. （任意） UCS-A /org/storage-profile* # show local-lun
4. UCS-A /org/storage-profile* # delete local-lunlun-name
5. UCS-A /org/storage-profile* # commit-buffer
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織

モードを開始するには、/を org-nameとして入力しま
す。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定されたストレージプロファイルのストレージプ

ロファイルモードを開始します。

UCS-A /org # enter
storage-profilestorage-profile-name

ステップ 2   

（任意）

指定されたストレージプロファイル内のローカルLUN
を表示します。

UCS-A /org/storage-profile* # show local-lunステップ 3   

指定された LUNを削除します。UCS-A /org/storage-profile* # delete
local-lunlun-name

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/storage-profile* # commit-bufferステップ 5   

次に、ストレージプロファイル内の LUNを削除する例を示します。
UCS-A # scope org
UCS-A /org # enter storage-profile stp2
UCS-A /org/storage-profile # show local-lun

Local SCSI LUN:

LUN Name Size (GB) Order Disk Policy Name Auto Deploy

---------- ----------- ---------------- ---------------- -----------

luna 1 2 raid0 Auto Deploy

lunb 1 1 raid0 Auto Deploy

UCS-A /org/storage-profile # delete local-lun luna
UCS-A /org/storage-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/storage-profile* # show local-lun

Local SCSI LUN:

LUN Name Size (GB) Order Disk Policy Name Auto Deploy

---------- ----------- ---------------- ---------------- -----------

lunb 1 1 raid0 Auto Deploy
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ストレージプロファイルとサービスプロファイルの関連付け

組織レベルで作成されたストレージプロファイルは複数のサービスプロファイルから参照できる

ため、そのストレージプロファイルをサービスプロファイルと関連付けるためには、サービス

プロファイル内での名前参照が必要となります。

ストレージプロファイルは組織レベルで定義することも、サービスプロファイルで（専用ス

トレージプロファイルとして）定義することもできます。したがって、組織のストレージプ

ロファイルと専用ストレージプロファイルの両方がある場合、サービスプロファイルはその

両方から有効なローカル LUNを継承します。サービスプロファイルは、最大 2つのローカル
LUNを継承できます。

重要

手順の概要

1. UCS-A# scope orgorg-name
2. UCS-A /org # scope service-profileservice-profile-name
3. UCS-A /org/service-profile # set storage-profile-namestorage-profile-name
4. UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織モード

を開始するには、/を org-nameとして入力します。
UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定されたサービスプロファイルモードを開始します。UCS-A /org # scope
service-profileservice-profile-name

ステップ 2   

指定されたストレージプロファイルとサービスプロファイ

ルを関連付けます。

UCS-A /org/service-profile # set
storage-profile-namestorage-profile-name

ステップ 3   

ストレージプロファイルからサービスプロファ

イルの関連付けを解除するには、set
storage-profile-nameコマンドを使用し、ストレー
ジプロファイル名として ""を指定します。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A /org/service-profile* #
commit-buffer

ステップ 4   

次に、ストレージプロファイルとサービスプロファイルを関連付ける例を示します。

UCS-A# scope org
UCS-A /org # scope service-profile sp1
UCS-A /org/service-profile # set storage-profile-name stp2
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次に、ストレージプロファイルからサービスプロファイルの関連付けを解除する例を示します。

UCS-A# scope org
UCS-A /org # scope service-profile sp1
UCS-A /org/service-profile # set storage-profile-name ""

サービスプロファイルに継承されたすべてのローカル LUN の詳細の表
示

ストレージプロファイルは、組織レベルで定義することも、サービスプロファイルの専用スト

レージプロファイルとして定義することもできます。したがって、組織のストレージプロファイ

ルと専用ストレージプロファイルの両方がある場合、サービスプロファイルはその両方から有効

なローカル LUNを継承します。サービスプロファイルは、最大 2つのローカル LUNを継承でき
ます。次のコマンドを使用することで、サービスプロファイルに継承されたすべてのローカル

LUNの詳細を表示できます。

手順の概要

1. UCS-A /org/service-profile # show local-lun-ref

手順の詳細

目的コマンドまたは

アクション

指定したサービスプロファイルに継承されたすべてのローカル LUNに関する次の詳細情報
が表示されます。

UCS-A
/org/service-profile
# show
local-lun-ref

ステッ

プ 1   

• [Name]：ストレージプロファイルでの LUNの名前。

• [AdminState]：ローカルLUNが展開されるかどうかを指定します。管理状態は、[Online]
または [Undeployed]のいずれかになります。

ローカルLUNがサービスプロファイルによって参照されている場合、auto-deployステー
タスが no-auto-deployであれば、管理状態は Undeployedになり、そうでない場合は、
Onlineになります。ローカル LUNがサービスプロファイルによって参照された後は、
そのローカル LUNの自動展開のステータスが変更されたとしても、サービスプロファ
イルに継承された LUNの管理状態には反映されません。

• [RAID Level]：使用されているディスク・グループの RAIDレベルの要約。

• [Provisioned Size (GB)]：ストレージプロファイルに指定されている LUNのサイズ（GB
単位）。

• [Assigned Size (MB)]：UCSMによって割り当てられたサイズ（MB単位）。

• [Config State]：LUN設定の状態。状態は次のいずれかになります。
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目的コマンドまたは

アクション

[Applying]：管理状態は [Online]です。LUNはサーバに関連付けられていて、仮想
ドライブが作成されているところです。

•

• [Applyed]：管理状態は [Online]です。LUNはサーバに関連付けられていて、仮想
ドライブが作成されました。

• [Apply Failed]：管理状態は [Online]です。LUNはサーバに関連付けられています
が、仮想ドライブの作成が失敗しました。

• [NotApplied]：LUNがサーバに関連付けられていないか、サーバに関連付けられて
いても、管理状態が [Undeployed]になっています。

• [Not In Use]：サービスプロファイルで仮想ドライブが使用されているが、仮想ド
ライブがサーバに関連付けられていません。

• Reference LUN：事前プロビジョニングされた仮想ドライブ名または UCSMが生成した
仮想デバイス名。

• Deploy Name：展開後の仮想ドライブ名。

• ID：仮想ドライブ ID。

• Drive State：仮想ドライブの状態。以下の状態があります。

• Unknown

• Optimal

• Degraded

• Inoperable

• Partially Degraded

UCS-A /org/service-profile # show local-lun-ref

Local LUN Ref:

Profile LUN Name Admin State RAID Level Provisioned Size (GB) Assigned
Size (MB) Config State Referenced Lun Deploy Name ID Drive State

---------------- ----------- ---------------------- ----------------------
-------------------- ------------ -------------- ----------- ----------- -----------

luna Online RAID 0 Striped 1
1024 Applied luna-1 luna-1 1003 Optimal

lunb Online RAID 0 Striped 1
1024 Applied lunb-1 lunb-1 1004 Optimal

UCS-A /org/service-profile #
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Local LUN Ref:
Name Admin State RAID Level Provisioned Size (GB) Assigned

Size (MB) Config State Referenced Lun Deploy Name ID Drive State
---------------- ----------- ---------------------- ----------------------

-------------------- ------------ -------------- ----------- ----------- -----------
lun111 Online RAID 0 Striped 30 30720

Applied lun111-1 lun111-1 1001 Optimal
lun201 Online Unspecified 1 0

Not Applied

モジュラサーバで使用している LUN の詳細情報の表示

手順の概要

1. UCS-A# scope serverchassis-num/cartridge-id/server-num
2. UCS-A /chassis/cartridge/server # scope adapteradapter-id
3. UCS-A /chassis/cartridge/server/adapter # scope host-scsihost-scsi-id
4. UCS-A /chassis/cartridge/server/adapter/host-scsi # show detail expand

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定されたシャーシとカートリッジ内の指定された

モジュラサーバのカートリッジサーバモードを開

始します。

UCS-A# scope
serverchassis-num/cartridge-id/server-num

ステップ 1   

指定されたアダプタのアダプタモードを開始しま

す。

UCS-A /chassis/cartridge/server # scope
adapteradapter-id

ステップ 2   

指定されたホスト SCSIのホスト SCSIモードを開始
します。

UCS-A /chassis/cartridge/server/adapter # scope
host-scsihost-scsi-id

ステップ 3   

指定されたモジュラサーバで使用されている LUN
に関する詳細情報を表示します。

UCS-A /chassis/cartridge/server/adapter/host-scsi
# show detail expand

ステップ 4   

次に、モジュラサーバ 1/1/1で使用されている LUNに関する詳細情報を表示する例を示します。
UCS-A # scope server 1/1/1
UCS-A /chassis/cartridge/server # scope adapter 1
UCS-A /chassis/cartridge/server/adapter # scope host-scsi 1
UCS-A /chassis/cartridge/server/adapter/host-scsi # show detail expand

Host Scsi Interface:
ID: 1

Local Lun Interface:
Lun Name: lun-uefi
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Lun Id: 1008
Lun Order: 1
Oper Lun Id: 7
Boot Dev: Disabled
Lun Dn: sys/chassis-1/storage-SAS-1/vd-1008

RAID コントローラの外部設定のインポート

手順の概要

1. UCS-A# scope chassischassis-num
2. UCS-A /chassis # scope raid-controllerraid-contr-id {sas | sata}
3. UCS-A /chassis/raid-controller # set admin-state import-foreign-configuration

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを開始しま

す。

UCS-A# scope chassischassis-numステップ 1   

RAIDコントローラシャーシモードを開始しま
す。

UCS-A /chassis # scope
raid-controllerraid-contr-id {sas | sata}

ステップ 2   

ForeignConfiguration状態にあるローカルディスク
からの設定のインポートを可能にします。

UCS-A /chassis/raid-controller # set admin-state
import-foreign-configuration

ステップ 3   

次に、ForeignConfiguration状態にあるローカルディスクから外部設定をインポートする例を示し
ます。

UCS-A# scope chassis 1
UCS-A /chassis # scope raid-controller 1 sas
UCS-A /chassis/raid-controller # set admin-state import-foreign-configuration
UCS-A /chassis/raid-controller* #
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ローカルディスクの設定操作

手順の概要

1. UCS-A# scope chassischassis-num
2. UCS-A /chassis # scope raid-controllerraid-contr-id {sas | sata}
3. UCS-A /chassis/raid-controller # scope local-disklocal-disk-id
4. UCS-A /chassis/raid-controller/local-disk # set admin-state {clear-foreign-configuration |

dedicated-hot-spare [admin-vd-id] | prepare-for-removal | remove-hot-spare | unconfigured-good |
undo-prepare-for-removal}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを開始します。UCS-A# scope chassischassis-numステップ 1   

RAIDコントローラシャーシモードを開始します。UCS-A /chassis # scope
raid-controllerraid-contr-id {sas | sata}

ステップ 2   

ローカルディスク設定モードを開始します。UCS-A /chassis/raid-controller # scope
local-disklocal-disk-id

ステップ 3   

ローカルディスクを次の状態のいずれかに設定します。UCS-A /chassis/raid-controller/local-disk
# set admin-state

ステップ 4   

• clear-foreign-configuration：新しい設定に導入された時点で
ローカルディスク内に存在する外部設定を消去します。

{clear-foreign-configuration |
dedicated-hot-spare [admin-vd-id] |
prepare-for-removal | remove-hot-spare • dedicated-hot-spare：ローカルディスクを専用ホットスペ

アとして指定します。割り当てることが可能な管理仮想ド

ライブ IDの範囲は 0～ 4294967295です。

| unconfigured-good |
undo-prepare-for-removal}

• prepare-for-removal：ローカルディスクをシャーシから削
除する対象としてマークするように指定します。

• remove-hot-spare：ローカルディスクがホットスペアでは
なくなるように指定します。これは、不一致エラーを解消

するためだけに使用してください。

• unconfigured-good：ローカルディスクが設定可能になるよ
うに指定します。

• undo-prepare-for-removal：ローカルディスクをシャーシか
ら削除する対象としてマークしないように指定します。
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次に、ローカルディスクから外部設定を消去する例を示します。

UCS-A /chassis/raid-controller/local-disk # set admin-state clear-foreign-configuration

次に、ローカルディスクを専用ホットスペアとして指定する例を示します。

UCS-A /chassis/raid-controller/local-disk* # set admin-state dedicated-hot-spare 1001

次に、ローカルディスクをシャーシから削除する対象としてマークするように指定する例を示し

ます。

UCS-A /chassis/raid-controller/local-disk* # set admin-state prepare-for-removal

次に、ローカルディスクをホットスペアとして削除する対象としてマークするように指定する例

を示します。

UCS-A /chassis/raid-controller/local-disk* # set admin-state remove-hot-spare

次に、ローカルディスクが有効であるが使用のための設定がされていない状態になるように指定

する例を示します。

UCS-A /chassis/raid-controller/local-disk* # set admin-state unconfigured-good

次に、ローカルディスクをシャーシから削除する対象としてマークしないように指定する例を示

します。

UCS-A /chassis/raid-controller/local-disk* # set admin-state undo-prepare-for-removal

仮想ドライブの設定操作

次の操作は、孤立した仮想ドライブに対してのみ実行できます。

•孤立した仮想ドライブの削除

•孤立した仮想ドライブの名前変更

孤立仮想ドライブの削除

手順の概要

1. UCS-A# scope chassischassis-num
2. UCS-A /chassis # scope raid-controllerraid-contr-id {sas | sata}
3. （任意） UCS-A /chassis/raid-controller # delete virtual-drive idvirtual-drive-id
4. （任意） UCS-A /chassis/raid-controller # delete virtual-drive namevirtual-drive-name
5. （任意） UCS-A /chassis/raid-controller # scope virtual-drivevirtual-drive-id
6. UCS-A /chassis/raid-controller/virtual-drive # set admin-state delete
7. UCS-A /chassis/raid-controller/virtual-drive # commit-buffer
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを開始しま

す。

UCS-A# scope chassischassis-numステップ 1   

RAIDコントローラシャーシモードに入ります。UCS-A /chassis # scope
raid-controllerraid-contr-id {sas | sata}

ステップ 2   

（任意）

指定された仮想ドライブ IDを持つ孤立仮想ドラ
イブを削除します。

UCS-A /chassis/raid-controller # delete
virtual-drive idvirtual-drive-id

ステップ 3   

（任意）

指定された仮想ドライブ名を持つ孤立仮想ドライ

ブを削除します。

UCS-A /chassis/raid-controller # delete
virtual-drive namevirtual-drive-name

ステップ 4   

（任意）

指定された孤立仮想ドライブの仮想ドライブモー

ドを開始します。

UCS-A /chassis/raid-controller # scope
virtual-drivevirtual-drive-id

ステップ 5   

孤立仮想ドライブを削除します。UCS-A /chassis/raid-controller/virtual-drive # set
admin-state delete

ステップ 6   

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A /chassis/raid-controller/virtual-drive #
commit-buffer

ステップ 7   

次に、仮想ドライブ IDを指定して孤立仮想ドライブを削除する例を示します。
UCS-A# scope chassis 1
UCS-A /chassis # scope raid-controller 1 sas
UCS-A /chassis/raid-controller # show virtual-drive

Virtual Drive:
ID: 1001
Name: lun111-1
Block Size: 512
Blocks: 62914560
Size (MB): 30720
Operability: Operable
Presence: Equipped
Oper Device ID: 0
Change Qualifier: No Change
Config State: Applied
Deploy Action: No Action

ID: 1002
Name: luna-1
Block Size: 512
Blocks: 2097152
Size (MB): 1024
Operability: Operable
Presence: Equipped
Oper Device ID: 1
Change Qualifier: No Change
Config State: Orphaned
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Deploy Action: No Action

ID: 1003
Name: lunb-1
Block Size: 512
Blocks: 2097152
Size (MB): 1024
Operability: Operable
Presence: Equipped
Oper Device ID: 2
Change Qualifier: No Change
Config State: Orphaned
Deploy Action: No Action

ID: 1004
Name: lunb-2
Block Size: 512
Blocks: 2097152
Size (MB): 1024
Operability: Operable
Presence: Equipped
Oper Device ID: 3
Change Qualifier: No Change
Config State: Orphaned
Deploy Action: No Action

ID: 1005
Name: luna-2
Block Size: 512
Blocks: 2097152
Size (MB): 1024
Operability: Operable
Presence: Equipped
Oper Device ID: 4
Change Qualifier: No Change
Config State: Orphaned
Deploy Action: No Action

...

UCS-A /chassis/raid-controller # delete virtual-drive id 1002
Warning: When committed, the virtual drive will be deleted, which may result in data loss.

UCS-A /chassis/raid-controller # commit-buffer

次に、仮想ドライブ名を指定して孤立仮想ドライブを削除する例を示します。

UCS-A# scope chassis 1
UCS-A /chassis # scope raid-controller 1 sas
UCS-A /chassis/raid-controller # show virtual-drive

Virtual Drive:
ID: 1001
Name: lun111-1
Block Size: 512
Blocks: 62914560
Size (MB): 30720
Operability: Operable
Presence: Equipped
Oper Device ID: 0
Change Qualifier: No Change
Config State: Applied
Deploy Action: No Action

ID: 1003
Name: lunb-1
Block Size: 512
Blocks: 2097152
Size (MB): 1024
Operability: Operable
Presence: Equipped
Oper Device ID: 2
Change Qualifier: No Change
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Config State: Orphaned
Deploy Action: No Action

ID: 1004
Name: lunb-2
Block Size: 512
Blocks: 2097152
Size (MB): 1024
Operability: Operable
Presence: Equipped
Oper Device ID: 3
Change Qualifier: No Change
Config State: Orphaned
Deploy Action: No Action

ID: 1005
Name: luna-2
Block Size: 512
Blocks: 2097152
Size (MB): 1024
Operability: Operable
Presence: Equipped
Oper Device ID: 4
Change Qualifier: No Change
Config State: Orphaned
Deploy Action: No Action

...

UCS-A /chassis/raid-controller # delete virtual-drive name lunb-1
Warning: When committed, the virtual drive will be deleted, which may result in data loss.

UCS-A /chassis/raid-controller # commit-buffer

次に、管理状態を設定して孤立仮想ドライブを削除する例を示します。

UCS-A# scope chassis 1
UCS-A /chassis # scope raid-controller 1 sas
UCS-A /chassis/raid-controller # scope virtual-drive 1004
UCS-A /chassis/raid-controller/virtual-drive # set admin-state delete

Warning: When committed, the virtual drive will be deleted, which may result in data loss.

UCS-A /chassis/raid-controller/virtual-drive # commit-buffer

孤立仮想ドライブの名前変更

手順の概要

1. UCS-A# scope chassischassis-num
2. UCS-A /chassis # scope raid-controllerraid-contr-id {sas | sata}
3. UCS-A /chassis/raid-controller # scope virtual-drivevirtual-drive-id
4. UCS-A /chassis/raid-controller/virtual-drive # set namevirtual-drive-name
5. UCS-A /chassis/raid-controller/virtual-drive # commit-buffer
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを開始しま

す。

UCS-A# scope chassischassis-numステップ 1   

RAIDコントローラシャーシモードに入りま
す。

UCS-A /chassis # scope raid-controllerraid-contr-id
{sas | sata}

ステップ 2   

指定された仮想ドライブの仮想ドライブモード

を開始します。

UCS-A /chassis/raid-controller # scope
virtual-drivevirtual-drive-id

ステップ 3   

孤立仮想ドライブの名前を指定します。UCS-A /chassis/raid-controller/virtual-drive # set
namevirtual-drive-name

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A /chassis/raid-controller/virtual-drive #
commit-buffer

ステップ 5   

次に、孤立仮想ドライブの名前を指定する例を示します。

UCS-A /chassis # scope raid-controller 1 sas
UCS-A /chassis/raid-controller # scope virtual-drive 1060
UCS-A /chassis/raid-controller/virtual-drive* # set name vd1
UCS-A /chassis/raid-controller/virtual-drive* # commit-buffer

ローカル LUN のブートポリシーの設定

Cisco UCS Managerリリース 2.5では、JBODをブートデバイスとして設定できません。（注）

手順の概要

1. UCS-A# scope orgorg-name
2. UCS-A /org # scope boot-policypolicy-name
3. UCS-A /org/boot-policy #create storage
4. UCS-A /org/boot-policy/storage #create local
5. UCS-A /org/boot-policy/storage/local/ # create local-lun
6. UCS-A /org/boot-policy/storage/local/local-lun # create local-lun-image-path {primary | secondary}
7. UCS-A /org/boot-policy/storage/local/local-lun/local-lun-image-path # set lunnamelun_name
8. UCS-A /org/boot-policy/storage/local/local-storage-device # commit-buffer
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。

ルート組織モードを開始するには、org-name
として /を入力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定されたブートポリシーの組織ブートポ

リシーモードを開始します。

UCS-A /org # scope boot-policypolicy-nameステップ 2   

ブートポリシーのストレージブートを作成

し、組織ブートポリシーストレージモード

を開始します。

UCS-A /org/boot-policy #create storageステップ 3   

ローカルストレージ場所を作成し、ブート

ポリシーのローカルストレージモードを開

始します。

UCS-A /org/boot-policy/storage #create localステップ 4   

ローカルハードディスクドライブをローカ

ルストレージとして指定します。

UCS-A /org/boot-policy/storage/local/ # create local-lunステップ 5   

指定した LUNのブート順序を指定します。UCS-A /org/boot-policy/storage/local/local-lun # create
local-lun-image-path {primary | secondary}

ステップ 6   

ブートを開始するLUNの名前を指定します。UCS-A
/org/boot-policy/storage/local/local-lun/local-lun-image-path
# set lunnamelun_name

ステップ 7   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org/boot-policy/storage/local/local-storage-device
# commit-buffer

ステップ 8   

次に、lab1-boot-policyという名前のブートポリシーを作成して、そのポリシー用のローカルハー
ドディスクドライブブートを作成し、ブート順序とブートを開始する LUNを指定して、トラン
ザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # scope boot-policy lab1-boot-policy
UCS-A /org/boot-policy* # create storage
UCS-A /org/boot-policy/storage* # create local
UCS-A /org/boot-policy/storage/local* # create local-lun
UCS-A /org/boot-policy/storage/local/local-lun # create local-lun-image-path primary
UCS-A /org/boot-policy/storage/local/local-lun/local-lun-image-path # set lunname luna
UCS-A /org/boot-policy/storage/local/local-lun/local-lun-image-path # commit-buffer
UCS-A /org/boot-policy/storage/local/local-lun/local-lun-image-path #

次の作業

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

    Cisco UCS M シリーズモジュラサーバ用 Cisco UCS Manager CLI クイックリファレンスガイドリ
リース 2.5

40

ストレージプロファイルの設定

ローカル LUN のブートポリシーの設定



サービスプロファイル内のローカル LUN 操作
サービスプロファイルはサービスプロファイルテンプレートから作成されますが、次の操作は

個別のサービスプロファイルレベルでローカル LUNごとに実行できます。

• LUN名の事前プロビジョニングまたは孤立 LUNの要求, （41ページ）

• LUNの展開と展開解除, （42ページ）

•サービスプロファイルで参照されている LUNの名前変更, （43ページ）

LUN名の事前プロビジョニング、孤立LUNの要求、およびLUNの展開または展開解除後は、
サーバがリブートされます。

（注）

LUN 名の事前プロビジョニングまたは孤立 LUN の要求
set ref-nameコマンドを使用して、LUN名を事前プロビジョニングしたり、孤立 LUNを要求した
りできます。LUN名の事前プロビジョニングや孤立LUNの要求は、LUNの管理状態がUndeployed
の場合にだけ実行できます。

この操作によって、サーバがリブートされます。重要

手順の概要

1. UCS-A# scope orgorg-name
2. UCS-A /org# scope service-profileservice-profile-name
3. UCS-A /org/service-profile# enter local-lun-reflun-name
4. UCS-A /org/service-profile/local-lun-ref# set ref-nameref-lun-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織モード

を開始するには、/を org-nameとして入力します。
UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定されたサービスプロファイルモードを開始します。UCS-A /org# scope
service-profileservice-profile-name

ステップ 2   

指定された LUNを入力します。UCS-A /org/service-profile# enter
local-lun-reflun-name

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

参照 LUN名を設定します。UCS-A /org/service-profile/local-lun-ref#
set ref-nameref-lun-name

ステップ 4   

このLUN名がすでに存在し、そのLUNが孤立している場
合、その LUNはサービスプロファイルによって要求され
ます。このLUNが存在しない場合は、新しいLUNが指定
された名前で作成されます。

• LUNが存在していて、孤立していない場合は、設定エラーが発生します。

• LUNがすでに参照されている場合に、参照名を変更すると、古い LUNが解放され、その参
照名で LUNが要求または作成されます。古い LUNは、サーバから LUN参照が削除された
段階で孤立としてマークされます。

次に、LUN名を事前プロビジョニングする例を示します。
UCS-A# scope org
UCS-A /org # scope service-profile sp1
UCS-A /org/service-profile* # enter local-lun-ref lun1
UCS-A /org/service-profile/local-lun-ref* # set ref-name lun2

LUN の展開と展開解除
admin-stateコマンドを使用して、LUNを展開または展開解除することができます。ローカルLUN
の管理状態が Undeployedになっている場合は、その LUNの参照が削除されており、その LUN
は展開されていません。

この操作によって、サーバがリブートされます。重要

手順の概要

1. UCS-A# scope orgorg-name
2. UCS-A /org# scope service-profileservice-profile-name
3. UCS-A /org/service-profile# enter local-lun-reflun-name
4. UCS-A /org/service-profile/local-lun-ref# set admin-state {online | undeployed}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織モード

を開始するには、/を org-nameとして入力します。
UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

指定されたサービスプロファイルモードを開始します。UCS-A /org# scope
service-profileservice-profile-name

ステップ 2   

指定された LUNを入力します。UCS-A /org/service-profile# enter
local-lun-reflun-name

ステップ 3   

指定された LUNの管理状態を onlineまたは undeployedに
設定します。

UCS-A /org/service-profile/local-lun-ref#
set admin-state {online | undeployed}

ステップ 4   

LUNがすでに参照済みで、その管理状態が undeployedに
設定されている場合は、古い LUNが解放されます。古い
LUNは、LUN参照がサーバから削除された後に孤立とし
てマークされます。

次に、LUNを展開する例を示します。
UCS-A# scope org
UCS-A /org # scope service-profile sp1
UCS-A /org/service-profile* # enter local-lun-ref lun1
UCS-A /org/service-profile/local-lun-ref* # set admin-state online

次に、LUNを展開解除する例を示します。
UCS-A# scope org
UCS-A /org # scope service-profile sp1
UCS-A /org/service-profile* # enter local-lun-ref lun1
UCS-A /org/service-profile/local-lun-ref* # set admin-state undeployed

サービスプロファイルで参照されている LUN の名前変更

手順の概要

1. UCS-A# scope orgorg-name
2. UCS-A /org# scope service-profileservice-profile-name
3. UCS-A /org/service-profile# enter local-lun-reflun-name
4. UCS-A /org/service-profile/local-lun-ref# set name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組

織モードを開始するには、/を org-nameとして入
力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

指定されたサービスプロファイルモードを開始し

ます。

UCS-A /org# scope
service-profileservice-profile-name

ステップ 2   

指定された LUNを入力します。UCS-A /org/service-profile# enter
local-lun-reflun-name

ステップ 3   

参照 LUNの名前を変更します。UCS-A /org/service-profile/local-lun-ref# set
name

ステップ 4   

次に、サービスプロファイルから参照される LUNの名前を変更する例を示します。
UCS-A# scope org
UCS-A /org # scope service-profile sp1
UCS-A /org/service-profile* # enter local-lun-ref lun1
UCS-A /org/service-profile/local-lun-ref* # set name lun11
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第 3 章

モジュラ型シャーシの管理

このパートの構成は、次のとおりです。

• シスコ UCSME-4308モジュラ型シャーシ, 45 ページ

• シャーシの削除および解放に関するガイドライン, 46 ページ

• シャーシの確認, 46 ページ

• シャーシの稼働中止, 47 ページ

• シャーシの削除, 48 ページ

• シャーシの再稼働, 49 ページ

• シャーシの番号付け直し, 50 ページ

• シャーシ内のカートリッジの表示, 51 ページ

• シャーシ情報の表示, 52 ページ

• Cisco UCSドメイン内のすべてのサーバのステータスの表示, 53 ページ

• ロケータ LEDの切り替え, 54 ページ

シスコ UCSME-4308 モジュラ型シャーシ
シスコ UCSME-4308のモジュラ型シャーシは、次の主要コンポーネントで構成されています。

•コンピュートカートリッジ。モジュラサーバをホストします。

•共有アダプタ。システムリンクテクノロジーを使用して、ホストとシャーシ内の管理エン
ティティの間を流れるすべてのトラフィックを管理します。

•ストレージコントローラおよびバックプレーン SSD。

• PSU、ファン、およびシャーシ管理コントローラ。

これらのコンポーネントはすべて、Cisco UCS Managerを使用して管理およびモニタできます。
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シャーシの削除および解放に関するガイドライン
CiscoUCSManagerを使ってシャーシの削除や解除を実行するかを決定するときは、次のガイドラ
インを考慮します。

シャーシの稼働中止

物理的に存在し接続されているシャーシを、一時的に Cisco UCS Manager設定から削除する場合
は、シャーシの稼働停止を実行します。解放されたシャーシは最終的に再稼働することが予測さ

れるので、シャーシ情報部分は Cisco UCS Managerによって、将来使用するために残されていま
す。

シャーシの削除

削除は、システムから物理的にシャーシを取り外すときに実行されます。シャーシの物理的な削

除が完了すると、そのシャーシの設定は、Cisco UCS Managerで削除できます。

現在物理的に存在し接続されている場合、CiscoUCSManagerからシャーシを削除できません。（注）

削除されたシャーシを設定に追加し直す必要がある場合、再接続し、再検出する必要があります。

再検出中、Cisco UCS Managerは以前シャーシが持っていた IDと異なる新しい IDを割り当てま
す。

シャーシ IDが xに変更されると、サービスプロファイルの関連付けも変更されます。シャー
シxに前に関連付けられていたサービスプロファイルが、このシャーシに関連付けられます。
この結果、新しい仮想ドライブの作成が要求されることになります。既存の仮想ドライブは孤

立状態になります。

このシナリオでは、空き領域の制限あるいはディスクグループの違いにより、仮想ドライブ

の作成が失敗する可能性があります。いずれの場合も、サービスプロファイルの関連付けを

成功させるためには、孤立した仮想ドライブを削除する必要があります。

重要

削除されたシャーシを再プロビジョニングする方法は、新しいシャーシをプロビジョニングする

場合と同様です。

シャーシの確認
シャーシを認識することにより、CiscoUCSManagerがシャーシの現在の物理構成を認識している
ことを確実にできます。
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手順の概要

1. UCS-A# acknowledge chassis chassis-num
2. UCS-A# commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定シャーシを認識します。UCS-A# acknowledge chassis chassis-numステップ 1   

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A# commit-bufferステップ 2   

次の例では、シャーシ 2を認識し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# acknowledge chassis 2
UCS-A* # commit-buffer
UCS-A #

シャーシの稼働中止

手順の概要

1. UCS-A# decommission chassis chassis-num
2. UCS-A# commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定されたシャーシを解放します。UCS-A# decommission chassis chassis-numステップ 1   

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A# commit-bufferステップ 2   

稼働が停止するまでには、数分間かかります。

次に、シャーシ 2を稼働停止にして、2シャーシセットアップのトランザクションをコミットす
る例を示します。

UCS-A# decommission chassis 2
UCS-A* # commit-buffer
UCS-A # show chassis
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Chassis:
Chassis Overall Status Admin State
---------- ------------------------ -----------

1 Operable Acknowledged
2 Decomissioning Acknowledged

UCS-A # show chassis decommissioned
Vendor Model Serial (SN) Chassis ID
---------- ---------- ----------- ----------
Cisco Systems Inc UCSME-4308 FHH1816P06E 2

UCS-A # show chassis

Chassis:
Chassis Overall Status Admin State
---------- ------------------------ -----------

1 Operable Acknowledged

シャーシの削除

はじめる前に

次の手順を実行する前に、シャーシを物理的に取り外します。

手順の概要

1. UCS-A# remove chassis chassis-num
2. UCS-A# commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシを削除します。UCS-A# remove chassis chassis-numステップ 1   

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A# commit-bufferステップ 2   

削除が完了するまでに数分かかる場合があります。

次に、シャーシ 2を削除し、トランザクションをコミットする例を示します。
UCS-A# remove chassis 2
UCS-A* # commit-buffer
UCS-A #
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シャーシの再稼働

はじめる前に

show chassis decommissionedまたは show chassis inventoryコマンドを使用して、稼働停止するシャー
シに関する次の情報を収集します。

•ベンダー名

•モデル名

•シリアル番号

手順の概要

1. UCS-A# recommission chassis vendor-namemodel-nameserial-num
2. UCS-A# commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシを再稼働します。UCS-A# recommission chassis
vendor-namemodel-nameserial-num

ステップ 1   

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A# commit-bufferステップ 2   

シャーシを再稼働してトランザクションをコミッ

トしてから、シャーシの状態が変化するまで 1
分もかかりません。

（注）

次に、Cisco UCS 4308シャーシを再稼働して、トランザクションをコミットする例を示します。
UCS-A# show chassis decommissioned

Chassis:
Chassis Overall Status Admin State
---------- ------------------------ -----------

1 Accessibility Problem Decommission

UCS-A# recommission chassis "Cisco Systems Inc" "UCSME-4308" FCH1828V370
UCS-A* # commit-buffer
UCS-A# show chassis decommissioned
UCS-A #
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シャーシの番号付け直し

はじめる前に

シャーシ間で IDを交換する場合は、まず両方のシャーシを解放し、シャーシ解放 FSMが完了す
るのを待ってから、番号の再設定手順に進みます。

手順の概要

1. UCS-A# show chassis inventory
2. シャーシインベントリに、番号を付け替えるシャーシと使用する番号のシャーシが含まれてい
ないことを確認します。

3. UCS-A# recommission chassis vendor-namemodel-nameserial-num [chassis-num]
4. UCS-A# commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

シャーシに関する情報を表示します。UCS-A# show chassis inventoryステップ 1   

これらのシャーシのいずれかがシャーシインベントリにリ

ストされている場合は、これらのシャーシをデコミッショ

シャーシインベントリに、番号を付け

替えるシャーシと使用する番号のシャー

シが含まれていないことを確認します。

ステップ 2   

ンします。続行前に、デコミッションFSMが完了し、シャー
シがシャーシインベントリにリストされなくなるまで待機

する必要があります。これには数分かかる場合があります。

どのシャーシがデコミッションされたかを確認するには、

show chassis decommissionedコマンドを発行します。

指定したシャーシを再稼働し、番号を付け直します。UCS-A# recommission chassis
vendor-namemodel-nameserial-num
[chassis-num]

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A# commit-bufferステップ 4   

次に、2つの Cisco UCSシャーシ（シャーシ 2とシャーシ 3）を稼働停止し、それらの IDを入れ
替え、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# show chassis inventory

Chassis PID Vendor Serial (SN) HW Revision
------- --------- --------------- ----------- -------------

1 UCSME-4308 Cisco Systems Inc FHH1816P06D 0
2 UCSME-4308 Cisco Systems Inc FCH1840V04T 0
3 UCSME-4308 Cisco Systems Inc FCH1828V2HL 0
4 UCSME-4308 Cisco Systems Inc FCH1828V370 0

UCS-A# decommission chassis "Cisco Systems Inc" "UCSME-4308" FCH1840V04T
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UCS-A*# commit-buffer
UCS-A# decommission chassis "Cisco Systems Inc" "UCSME-4308" FCH1828V2HL
UCS-A*# commit-buffer
UCS-A# show chassis inventory

Chassis PID Vendor Serial (SN) HW Revision
------- --------- --------------- ----------- -------------

1 UCSME-4308 Cisco Systems Inc FHH1816P06D 0
4 UCSME-4308 Cisco Systems Inc FCH1828V370 0

UCS-A# show chassis decommissioned

Chassis PID Vendor Serial (SN) HW Revision
------- --------- --------------- ----------- -------------

2 UCSME-4308 Cisco Systems Inc FCH1840V04T 0
3 UCSME-4308 Cisco Systems Inc FCH1828V2HL 0

UCS-A# recommission chassis "Cisco Systems Inc" "UCSME-4308" FCH1840V04T 3
UCS-A* # commit-buffer
UCS-A# recommission chassis "Cisco Systems Inc" "UCSME-4308" FCH1828V2HL 2
UCS-A* # commit-buffer
UCS-A # show chassis inventory

Chassis PID Vendor Serial (SN) HW Revision
------- --------- --------------- ----------- -------------

1 UCSME-4308 Cisco Systems Inc FHH1816P06D 0
2 UCSME-4308 Cisco Systems Inc FCH1828V2HL 0
3 UCSME-4308 Cisco Systems Inc FCH1840V04T 0
4 UCSME-4308 Cisco Systems Inc FCH1828V370 0

シャーシ内のカートリッジの表示
シャーシモードから、指定したシャーシ内のすべてのカートリッジを表示できます。EXECモー
ドから、すべてのカートリッジのステータスを表示することもできます。

手順の概要

1. UCS-A# scope chassischassis-num
2. UCS-A /chassis # show cartridge

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを開始します。UCS-A# scope chassischassis-numステップ 1   

指定したシャーシ内のすべてのカートリッジを表示

します。

UCS-A /chassis # show cartridgeステップ 2   

次に、シャーシモードから指定したシャーシ内のすべてのカートリッジを表示する例を示しま

す。
UCS-A # scope chassis 1
UCS-A /chassis # show cartridge

Cartridge:
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Slot ID PID Presence
---------- ---------- --------

1 UCSME-142-M4
Equipped

2 UCSME-142-M4
Equipped

3 UCSME-142-M4
Equipped

4 UCSME-142-M4
Equipped

5 UCSME-142-M4
Equipped

6 UCSME-142-M4
Equipped

7 UCSME-142-M4
Equipped

8 UCSME-142-M4
Equipped

次に、EXECモードからすべてのカートリッジのステータスを表示する例を示します。
UCS-A # show cartridge status
Cartridge Slot Status PID
---------- --------------------------------- ---
1/1 Equipped UCSME-142-M4
1/2 Equipped UCSME-142-M4
1/3 Equipped UCSME-142-M4
1/4 Equipped UCSME-142-M4
1/5 Equipped UCSME-142-M4
1/6 Equipped UCSME-142-M4
1/7 Equipped UCSME-142-M4
1/8 Equipped UCSME-142-M4
2/1 Equipped UCSHD-B162-M4
2/2 Equipped UCSME-142-M4
2/3 Equipped UCSME-142-M4
2/4 Empty
2/5 Empty
2/6 Empty
2/7 Empty
2/8 Empty

シャーシ情報の表示

手順の概要

1. UCS-A# scope chassischassis-num
2. UCS-A /chassis # show detail

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを開始します。UCS-A# scope
chassischassis-num

ステップ 1   

指定されたシャーシに関する情報を表示します。UCS-A /chassis # show detailステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

Cisco UCSManagerリリース 2.5で導入された検出ステータ
スは、シャーシが完全に検出される側を示します。接続パ

ス属性は特定のFIからのシャーシの基本的な到達可能性を
示すのに対して、検出ステータス属性はシャーシインベン

トリがその側で終了していることを示します。

（注）

次に、指定されたシャーシに関する情報を表示する例を示します。

UCS-A # scope chassis 1
UCS-A /chassis* # show detail

Chassis:
Chassis: 1
User Label:
Overall Status: Operable
Oper qualifier: N/A
Operability: N/A
Conf State: Ok
Admin State: Acknowledged
Conn Path: A,B
Conn Status: A,B
Discovery Status: A,B
Presence: Unknown
Managing Instance: B
Product Name: Cisco UCS 4308
PID: UCSME-4308
VID: V00
Part Number: 68-5199-02
Vendor: Cisco Systems Inc
Model: UCSME-4308
Serial (SN): FCH1842V1QV
HW Revision: 0
Mfg Date: 2014-10-16T00:00:00.000
Power State: Ok
Thermal Status: Ok
SEEPROM operability status: N/A
Current Task:

Cisco UCS ドメイン内のすべてのサーバのステータスの表
示

手順の概要

1. UCS-A # show server status
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

Cisco UCSドメイン内のすべてのサーバのステータ
スを表示します。

UCS-A # show server statusステップ 1   

次に、Cisco UCSドメイン内のすべてのサーバのステータスを表示する例を示します。
UCS-A # show server status
Server Slot Status Availability Overall Status Discovery
------- --------------------------------- ------------ --------------------- ---------
1/1/1 Equipped Unavailable Ok Complete
1/1/2 Equipped Unavailable Ok Complete
1/2/1 Equipped Unavailable Ok Complete
1/2/2 Equipped Unavailable Ok Complete
1/3/1 Equipped Unavailable Ok Complete
1/3/2 Equipped Unavailable Ok Complete
1/4/1 Equipped Unavailable Ok Complete
1/4/2 Equipped Unavailable Ok Complete
1/5/1 Equipped Unavailable Ok Complete
1/5/2 Equipped Unavailable Ok Complete
1/6/1 Equipped Unavailable Ok Complete
1/6/2 Equipped Unavailable Ok Complete
1/7/1 Equipped Unavailable Ok Complete
1/7/2 Equipped Unavailable Ok Complete
1/8/1 Equipped Unavailable Ok Complete
1/8/2 Equipped Unavailable Ok Complete
2/1/1 Equipped Available Unassociated Complete
2/1/2 Equipped Available Unassociated Complete
2/2/1 Equipped Available Unassociated Complete
2/2/2 Equipped Available Unassociated Complete
2/3/1 Equipped Available Unassociated Complete
2/3/2 Equipped Available Unassociated Complete

ロケータ LED の切り替え

シャーシのロケータ LED の電源投入

手順の概要

1. UCS-A# scope chassis chassis-num
2. UCS-A /chassis # enable locator-led
3. UCS-A /chassis # commit-buffer

    Cisco UCS M シリーズモジュラサーバ用 Cisco UCS Manager CLI クイックリファレンスガイドリ
リース 2.5

54

モジュラ型シャーシの管理

ロケータ LED の切り替え



手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを開始します。UCS-A# scope chassis chassis-numステップ 1   

シャーシロケータ LEDの電源を投入します。UCS-A /chassis # enable locator-ledステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A /chassis # commit-bufferステップ 3   

次に、シャーシ 2のロケータ LEDの電源を投入し、トランザクションをコミットする例を示しま
す。

UCS-A# scope chassis 2
UCS-A /chassis # enable locator-led
UCS-A /chassis* # commit-buffer
UCS-A /chassis #

シャーシのロケータ LED の電源切断

手順の概要

1. UCS-A# scope chassis chassis-num
2. UCS-A /chassis # disable locator-led
3. UCS-A /chassis # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを開始します。UCS-A# scope chassis chassis-numステップ 1   

シャーシロケータ LEDの電源を切断します。UCS-A /chassis # disable locator-ledステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A /chassis # commit-bufferステップ 3   

次に、シャーシ 2のロケータ LEDの電源を切断し、トランザクションをコミットする例を示しま
す。

UCS-A# scope chassis 2
UCS-A /chassis # disable locator-led
UCS-A /chassis* # commit-buffer
UCS-A /chassis #
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第 4 章

コンピュートカートリッジの管理

このパートの構成は、次のとおりです。

• コンピュートカートリッジ, 57 ページ

• シャーシのカートリッジスロットの確認, 57 ページ

• シャーシからのカートリッジの取り外し, 58 ページ

• カートリッジのステータスの表示, 59 ページ

• カートリッジ内のすべてのサーバのステータスの表示, 60 ページ

コンピュートカートリッジ
コンピュートカートリッジは最大 2つの Cisco UCSサーバで構成されます。それぞれのサーバ
は、サーバ固有の CIMCインスタンスを使用して個別に管理することが可能であり、独自のメモ
リとCPUが搭載されています。カートリッジに I/Oアダプタやローカルストレージは内蔵されて
いません。

シャーシのカートリッジスロットの確認
カートリッジスロットが不一致状態にある場合は、次の手順を実行してカートリッジを検出しま

す。

カートリッジが別のカートリッジに交換されている、あるいは、同じシャーシまたは別のシャー

シ内の新しいスロットに移動されている場合は、不一致状態になります。

（注）
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手順の概要

1. UCS-A# acknowledge cartridge-slotchassis-id/cartridge-id
2. UCS-A# commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定されたカートリッジスロットを認識します。UCS-A# acknowledge
cartridge-slotchassis-id/cartridge-id

ステップ 1   

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A# commit-bufferステップ 2   

次に、シャーシ 1内のカートリッジ 1を認識して、トランザクションをコミットする例を示しま
す。

UCS-A# acknowledge cartridge-slot 1/1
UCS-A* # commit-buffer
UCS-A #

シャーシからのカートリッジの取り外し

はじめる前に

次の手順を実行する前に、シャーシからカートリッジを物理的に取り外します。

手順の概要

1. UCS-A# remove cartridge chassis-num/cartridge-num
2. UCS-A# commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定されたシャーシから指定されたカートリッジを

取り外します。

UCS-A# remove cartridge
chassis-num/cartridge-num

ステップ 1   

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A# commit-bufferステップ 2   
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次に、シャーシ 1内のカートリッジ 1を取り外して、トランザクションをコミットする例を示し
ます。

UCS-A# remove cartridge 1/1
UCS-A* # commit-buffer
UCS-A #

次の作業

カートリッジを物理的に取り付け直す場合は、カートリッジを再認識して、CiscoUCSManagerに
カートリッジを再検出させる必要があります。

カートリッジのステータスの表示

手順の概要

1. UCS-A# show cartridge status [detail]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

Cisco UCSドメイン内のすべてのカートリッジのス
テータスを表示します。

UCS-A# show cartridge status [detail]ステップ 1   

次に、Cisco UCSドメイン内のすべてのカートリッジのステータスを表示する例を示します。
UCS-A# show cartridge status
Server Slot Status PID
------- --------------------------------- ---
1/1 Equipped UCSME-142-M4
1/2 Empty
1/3 Empty
1/4 Empty
1/5 Empty
1/6 Empty
1/7 Empty
1/8 Empty

次に、Cisco UCSドメイン内のすべてのカートリッジの詳細なステータスを表示する例を示しま
す。

UCS-A# show cartridge status detail
Cartridge 1/1:

Product Name: Cisco UCSME-142-M4
Presence: Equipped
PID: UCSME-142-M4
Vendor: Cisco Systems Inc
Serial (SN): FCH18037V04
Revision: 0

Cartridge 1/2:
Product Name:
Presence: Empty
PID:
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Vendor:
Serial (SN):
Revision: 0

Cartridge 1/3:
Product Name:
Presence: Empty
PID:
Vendor:
Serial (SN):
Revision: 0

カートリッジ内のすべてのサーバのステータスの表示
カートリッジモードからカートリッジ内のすべてのサーバのステータスを表示できます。

手順の概要

1. UCS-A# scope chassischassis-num
2. UCS-A /chassis# scope cartridgecartridge-id
3. UCS-A /chassis/cartridge# show server
4. （任意） UCS-A /chassis/cartridge# show server detail

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを開始します。UCS-A# scope chassischassis-numステップ 1   

指定されたカートリッジ IDのカートリッジモードを
開始します。

UCS-A /chassis# scope cartridgecartridge-idステップ 2   

指定されたカートリッジ内のすべてのサーバのステー

タスを表示します。

UCS-A /chassis/cartridge# show serverステップ 3   

（任意）

指定されたカートリッジ内のすべてのサーバの詳細情

報を表示します。

UCS-A /chassis/cartridge# show server detailステップ 4   

次に、指定されたカートリッジ内のすべてのサーバのステータスを表示する例を示します。
UCS-A# scope chassis 1
UCS-A /chassis # scope cartridge 4
UCS-A /chassis/cartridge # show server
Server:

Instance ID Model Overall Status Availability
--------------- ------------------------- --------------------- ------------

1 UCSME-142-M4 Ok Unavailable
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次に、指定されたカートリッジ内のすべてのサーバの詳細情報を表示する例を示します。

UCS-A /chassis/cartridge # show server detail

Server:
Instance ID: 1
Name:
User Label:
Overall Status: Ok
Oper Qualifier: N/A
Association: Associated
Availability: Unavailable
Discovery: Complete
Conn Path: A
Conn Status: A
Managing Instance: A
Admin Power: Policy
Oper Power: On
Admin State: In Service
Product Name: Cisco UCSME-142-M4
Equipped PID: UCSME-142-M4
Equipped VID: V00
Vendor: Cisco Systems Inc
Serial (SN): JXLCH6P25F
Revision: 0
Mfg Date: 2014-10-10T01:00:00.000
Presence: Equipped
Part Number: 73-15883-05
Memory (MB): 4096
Effective Memory (MB): 4096
Operating Memory Speed (MHz): 1600
Operating Memory Voltage: Regular Voltage
Cores: 4
Num Of Cores Enabled: 4
Adapters: 0
Eth Host Interfaces: 0
FC Host Interfaces: 0
Burned-In UUID: e83a5ee7-9262-4b1a-a93b-56f34fb86f85
Dynamic UUID: 00000000-0000-0000-0000-012323400000
Current Task 1:
Current Task 2:
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第 5 章

モジュラサーバの管理

このパートの構成は、次のとおりです。

• モジュラサーバ管理, 63 ページ

• モジュラサーバのブート, 64 ページ

• モジュラサーバのシャットダウン, 65 ページ

• モジュラサーバの電源再投入, 66 ページ

• モジュラサーバのハードリセットの実行, 66 ページ

• モジュラサーバの認識, 67 ページ

• モジュラサーバの稼働停止, 68 ページ

• モジュラサーバのステータスの表示, 69 ページ

• モジュラサーバのロケータ LEDの点灯, 69 ページ

• モジュラサーバのロケータ LEDの消灯, 70 ページ

• モジュラサーバの CMOSのリセット, 71 ページ

• モジュラサーバの CIMCのリセット, 72 ページ

• モジュラサーバからの NMIの発行, 73 ページ

• ヘルス LEDアラーム, 73 ページ

• ヘルス LEDステータスの表示, 74 ページ

モジュラサーバ管理
Cisco UCSMシリーズで導入されたモジュラサーバは、コンピュートカートリッジに格納されて
います。
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カートリッジからサーバを削除することはできません。（注）

モジュラサーバのブート

はじめる前に

サービスプロファイルとモジュラサーバまたはサーバプールを関連付けます。

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # scope service-profile profile-name
3. UCS-A /org/service-profile # power up
4. UCS-A /org/service-profile # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルート組織モー

ドを開始するには、org-nameとして /を入力します。
UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定したサービスプロファイルで組織サービスプロファ

イルモードを開始します。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2   

サービスプロファイルに関連付けられたモジュラサーバ

をブートします。

UCS-A /org/service-profile # power upステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A /org/service-profile #
commit-buffer

ステップ 4   

次に、ServProf34という名前のサービスプロファイルに関連付けられたモジュラサーバをブート
して、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # scope service-profile ServProf34
UCS-A /org/service-profile* # power up
UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile #
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モジュラサーバのシャットダウン
この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムによりサーバをシャッ

トダウンする場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウンシーケ
ンスがトリガーされます。

はじめる前に

サービスプロファイルとモジュラサーバまたはサーバプールを関連付けます。

手順の概要

1. UCS-A# scope org org-name
2. UCS-A /org # scope service-profile profile-name
3. UCS-A /org/service-profile # power down
4. UCS-A /org/service-profile # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルート組織モー

ドを開始するには、org-nameに /と入力します。
UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定したサービスプロファイルで組織サービスプロファ

イルモードを開始します。

UCS-A /org # scope service-profile
profile-name

ステップ 2   

サービスプロファイルに関連付けられたモジュラサーバ

をシャットダウンします。

UCS-A /org/service-profile # power downステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A /org/service-profile #
commit-buffer

ステップ 4   

次に、ServProf34という名前のサービスプロファイルに関連付けられたモジュラサーバをシャッ
トダウンして、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope service-profile ServProf34
UCS-A /org/service-profile # power down
UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile #
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モジュラサーバの電源再投入

手順の概要

1. UCS-A# scope server chassis-num/cartridge-id/server-num
2. UCS-A /chassis/cartridge/server # cycle {cycle-immediate | cycle-wait}
3. UCS-A /chassis/cartridge/server # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定されたシャーシとカートリッジ内の指定されたモジュラ

サーバのカートリッジサーバモードを開始します。

UCS-A# scope server
chassis-num/cartridge-id/server-num

ステップ 1   

モジュラサーバの電源再投入を行います。UCS-A /chassis/cartridge/server # cycle
{cycle-immediate | cycle-wait}

ステップ 2   

モジュラサーバの電源再投入をただちに開始する場合は、

cycle-immediateキーワードを使用します。保留になっている
すべての管理操作が完了した後に電源再投入を開始するよう

にスケジュールする場合は、cycle-waitキーワードを使用しま
す。

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A /chassis/cartridge/server #
commit-buffer

ステップ 3   

次に、シャーシ 2のカートリッジ 2内のモジュラサーバ 2の電源再投入をただちに行って、トラ
ンザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope server 2/2/2
UCS-A /chassis/cartridge/server # cycle cycle-immediate
UCS-A /chassis/cartridge/server # commit-buffer
UCS-A /chassis/cartridge/server #

モジュラサーバのハードリセットの実行
サーバをリセットすると、Cisco UCS Managerにより、リセットライン上にパルスが送信されま
す。オペレーティングシステムのグレースフルシャットダウンを選択することができます。オ

ペレーティングシステムでグレースフルシャットダウンがサポートされていない場合、サーバ電

源の再投入が行われます。 Cisco UCS Managerに、サーバをリセットする前にすべての管理操作
を完了させるオプションでは、これらの操作がサーバのリセット前に完了するかどうかは保証さ

れていません。
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電源切断状態からサーバをブートする場合は、[Reset]を使用しないでください。

この手順を使用して電源投入を続けると、サーバの望ましい電源状態が実際の電源状態と同期

しなくなり、サーバが後で予期せずシャットダウンすることがあります。選択したサーバを

電源切断状態から安全にリブートするには、[Cancel]をクリックし、[Boot Server]アクション
を選択します。

（注）

手順の概要

1. UCS-A# scope server chassis-num/cartridge-id/server-num
2. UCS-A /chassis/cartridge/server # reset {hard-reset-immediate | hard-reset-wait}
3. UCS-A /chassis/cartridge/server # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定されたシャーシとカートリッジ内の指定されたモジュラ

サーバのカートリッジサーバモードを開始します。

UCS-A# scope server
chassis-num/cartridge-id/server-num

ステップ 1   

モジュラサーバのハードリセットを実行します。UCS-A /chassis/cartridge/server # reset
{hard-reset-immediate | hard-reset-wait}

ステップ 2   

サーバのハードリセットをただちに開始するには、

hard-reset-immediateキーワードを使用します。保留中のすべ
ての管理操作が完了した後にハードリセットが開始されるよ

うスケジュールするには、hard-reset-waitキーワードを使用
します。

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A /chassis/cartridge/server #
commit-buffer

ステップ 3   

次に、シャーシ 2のカートリッジ 2内のモジュラサーバ 2の即時ハードリセットを実行して、ト
ランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope server 2/2/2
UCS-A /chassis/cartridge/server # reset hard-reset-immediate
UCS-A /chassis/cartridge/server* # commit-buffer
UCS-A /chassis/cartridge/server #

モジュラサーバの認識
CiscoUCSManagerにサーバ、およびそのサーバのすべてのエンドポイントを再検出させる必要が
ある場合は、次の手順を実行します。たとえば、サーバがディスカバリ状態など、予期していな

かった状態から抜け出せなくなっている場合に、この手順を使用します。
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手順の概要

1. UCS-A# acknowledge server chassis-id/cartridge-id/server-id
2. UCS-A /chassis/cartridge/server # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定されたシャーシとカートリッジ内の指定され

たモジュラサーバを認識します。

UCS-A# acknowledge server
chassis-id/cartridge-id/server-id

ステップ 1   

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A /chassis/cartridge/server # commit-bufferステップ 2   

次に、シャーシ 2のカートリッジ 2内のモジュラサーバ 2を認識して、トランザクションをコ
ミットする例を示します。

UCS-A# acknowledge server 2/2/2
UCS-A /chassis/cartridge/server* # commit-buffer
UCS-A #

モジュラサーバの稼働停止
サーバの稼働停止は、UCSM構成から一時的にサーバを削除する場合に実行します。

手順の概要

1. UCS-A# decommission server chassis-num/cartridge-id/server-num
2. UCS-A /chassis/cartridge/server # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定されたシャーシとカートリッジ内の指定された

モジュラサーバを稼働停止にします。

UCS-A# decommission server
chassis-num/cartridge-id/server-num

ステップ 1   

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /chassis/cartridge/server # commit-bufferステップ 2   
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次に、シャーシ 2のカートリッジ 2内のモジュラサーバ 2を稼働停止にして、トランザクション
をコミットする例を示します。

UCS-A# decommission server 2/2/2
UCS-A /chassis/cartridge/server* # commit-buffer
UCS-A #

モジュラサーバのステータスの表示

手順の概要

1. UCS-A# scope serverchassis-num/cartridge-id/server-num
2. UCS-A /chassis/cartridge/server # show status

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定されたシャーシとカートリッジ内の指定されたモ

ジュラサーバのカートリッジサーバモードを開始し

ます。

UCS-A# scope
serverchassis-num/cartridge-id/server-num

ステップ 1   

指定されたモジュラサーバのステータスを表示しま

す。

UCS-A /chassis/cartridge/server # show statusステップ 2   

次に、シャーシ 1のカートリッジ 3内のモジュラサーバ 1のステータスを表示する例を示しま
す。

UCS-A# scope server 1/3/1
UCS-A /chassis/cartridge/server # show status

Server Slot Status Availability Overall Status Discovery
------- --------------------------------- ------------ --------------------- ---------
1/3/1 Equipped Available Unassociated Complete

モジュラサーバのロケータ LED の点灯
ロケータLEDはカートリッジ内のすべてのサーバで共有されます。そのため、カートリッジ内の
任意のサーバからロケータ LEDを点灯することができます。

手順の概要

1. UCS-A# scope server chassis-num/cartridge-id/server-num
2. UCS-A /chassis/cartridge/server # enable locator-led
3. UCS-A /chassis/cartridge/server # commit-buffer
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定されたシャーシとカートリッジ内の指定された

モジュラサーバのシャーシサーバモードを開始し

ます。

UCS-A# scope server
chassis-num/cartridge-id/server-num

ステップ 1   

モジュラサーバロケータ LEDを点灯します。UCS-A /chassis/cartridge/server # enable
locator-led

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /chassis/cartridge/server # commit-bufferステップ 3   

次に、シャーシ 2のカートリッジ 2内のモジュラサーバ 2のロケータ LEDを点灯して、トランザ
クションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope server 2/2/2
UCS-A /chassis/cartridge/server # enable locator-led
UCS-A /chassis/cartridge/server* # commit-buffer
UCS-A /chassis/cartridge/server #

モジュラサーバのロケータ LED の消灯
ロケータLEDはカートリッジ内のすべてのサーバで共有されます。そのため、カートリッジのロ
ケータ LEDを消灯するには、カートリッジ内のすべてのサーバから消灯する必要があります。

手順の概要

1. UCS-A# scope serverchassis-num/cartridge-id/server-num
2. UCS-A /chassis/cartridge/server # disable locator-led
3. UCS-A /chassis/cartridge/server # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定されたシャーシとカートリッジ内の指定された

モジュラサーバのシャーシモードを開始します。

UCS-A# scope
serverchassis-num/cartridge-id/server-num

ステップ 1   

モジュラサーバロケータ LEDを消灯します。UCS-A /chassis/cartridge/server # disable
locator-led

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /chassis/cartridge/server # commit-bufferステップ 3   

次に、シャーシ 2のカートリッジ 2内のモジュラサーバ 2のロケータ LEDを消灯して、トランザ
クションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope chassis 2/2/2
UCS-A /chassis/cartridge/server # disable locator-led
UCS-A /chassis/cartridge/server* # commit-buffer
UCS-A /chassis/cartridge/server #

モジュラサーバの CMOS のリセット
非常に珍しいケースですが、サーバのトラブルシューティング時に、CMOSのリセットが必要に
なることがあります。この手順は、通常のサーバメンテナンスには含まれません。

手順の概要

1. UCS-A# scope server chassis-num/cartridge-id/server-num
2. UCS-A /chassis/cartridge/server # reset-cmos
3. UCS-A /chassis/cartridge/server # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定されたシャーシとカートリッジ内の指定された

モジュラサーバのカートリッジサーバモードを開

始します。

UCS-A# scope server
chassis-num/cartridge-id/server-num

ステップ 1   

モジュラサーバの CMOSをリセットします。UCS-A /chassis/cartridge/server # reset-cmosステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /chassis/cartridge/server #
commit-buffer

ステップ 3   

次に、シャーシ 2のカートリッジ 2内のモジュラサーバ 2の CMOSをリセットして、トランザク
ションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope server 2/2/2
UCS-A /chassis/cartridge/server # reset-cmos
UCS-A /chassis/cartridge/server* # commit-buffer
UCS-A /chassis/cartridge/server #
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モジュラサーバの CIMC のリセット
現在実行されているファームウェアで問題が発生した場合など、非常に珍しいケースですが、サー

バのトラブルシューティング時に、CIMCのリセットが必要になることがあります。この手順は、
通常のサーバメンテナンスには含まれません。 CIMCのリセット後、サーバは、そのサーバで実
行されているバージョンのファームウェアを使ってブートされます。

CIMCをリセットすると、CIMCがリブートするまでの間、Cisco UCSの電力モニタリング機能が
短時間使用不能になります。通常は 20秒しかかかりませんが、その間にピーク電力制限を超え
る可能性があります。非常に低い電力制限が設定された環境で、設定された電力制限を超えない

ようにするには、CIMCのリブートまたはアクティブ化を交互に実施することを検討してくださ
い。

手順の概要

1. UCS-A# scope server chassis-num/cartridge-id/server-num
2. UCS-A /chassis/cartridge/server # scope CIMC
3. UCS-A /chassis/cartridge/server/CIMC # reset
4. UCS-A /chassis/cartridge/server/CIMC # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定されたシャーシとカートリッジ内の指定された

モジュラサーバのカートリッジサーバモードを開

始します。

UCS-A# scope server
chassis-num/cartridge-id/server-num

ステップ 1   

カートリッジサーバ CIMCモードを開始します。UCS-A /chassis/cartridge/server # scope CIMCステップ 2   

モジュラサーバの CIMCをリセットします。UCS-A /chassis/cartridge/server/CIMC # resetステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /chassis/cartridge/server/CIMC #
commit-buffer

ステップ 4   

次に、シャーシ 2のカートリッジ 2のモジュラサーバ 2の CIMCをリセットして、トランザク
ションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope server 2/2/2
UCS-A /chassis/cartridge/server # scope CIMC
UCS-A /chassis/cartridge/server/cimc # reset
UCS-A /chassis/cartridge/server/cimc* # commit-buffer
UCS-A /chassis/cartridge/server/cimc #
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モジュラサーバからの NMI の発行
システムが応答しないままになっており、CiscoUCSManagerで、CIMCからNonMaskable Interrupt
（NMI）を BIOSまたはオペレーティングシステムに発行する必要がある場合は、次の手順を実
行します。このアクションにより、サーバにインストールされているオペレーティングシステム

応じて、コアダンプまたはスタックトレースが作成されます。

手順の概要

1. UCS-A # scope serverchassis-id/cartridge-id/server-id
2. UCS-A /chassis/cartridge/server # diagnostic-interrupt
3. UCS-A /chassis/cartridge/server # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したサーバのサーバモードを開始し

ます。

UCS-A # scope serverchassis-id/cartridge-id/server-idステップ 1   

UCS-A /chassis/cartridge/server # diagnostic-interruptステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /chassis/cartridge/server # commit-bufferステップ 3   

次に、シャーシ 2のカートリッジ 2内のサーバ 2から NMIを送信して、トランザクションをコ
ミットする例を示します。

UCS-A# scope server 2/2/2
UCS-A /chassis/cartridge/server # diagnostic-interrupt
UCS-A /chassis/cartridge/server* # commit-buffer
UCS-A /chassis/cartridge/server #

ヘルス LED アラーム
サーバのヘルス LEDは各 Cisco UCS Mシリーズサーバの前面にあります。Cisco UCS Managerで
はセンサー故障が発生すると、サーバヘルスLEDの色が緑からオレンジ、またはオレンジの点滅
に変わります。

ヘルス LEDアラームには次の情報が表示されます。
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説明名前

アラームの重大度。次のいずれかになります。

• [Critical]：ブレードヘルスLEDがオレンジで点滅します。

• [Minor]：ブレードヘルス LEDがオレンジに点灯します。

[Severity]カラム

アラームの簡単な説明。[Description]カラム

アラームをトリガーしたセンサーの ID。[Sensor ID]カラム

アラームをトリガーしたセンサーの名前。[Sensor Name]カラム

ヘルス LED ステータスの表示

手順の概要

1. UCS-A# scope serverchassis-id/cartridge-id/server-num
2. UCS-A /chassis/cartridge/server # show health-led expand

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定されたシャーシとカートリッジ内の指定されたモ

ジュラサーバのカートリッジサーバモードを開始し

ます。

UCS-A# scope
serverchassis-id/cartridge-id/server-num

ステップ 1   

選択したサーバのヘルス LEDおよびセンサーアラー
ムを表示します。

UCS-A /chassis/cartridge/server # show
health-led expand

ステップ 2   

次に、シャーシ 1カートリッジ 2サーバ 1のヘルス LEDステータスとセンサーアラームを表示す
る例を示します。

UCS-A# scope server 1/2/1
UCS-A /chassis/cartridge/server # show health-led
Health LED:

Severity: Minor
Reason:: P0V75_STBY:Voltage Threshold Crossed;TEMP_SENS_FRONT:Temperature Threshold

Crossed;
Color: Amber
Oper State:: On

Sensor Alarm:
Severity: Minor
Sensor ID: 7
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Sensor Name: P0V75_STBY
Alarm Desc: Voltage Threshold Crossed

Severity: Minor
Sensor ID: 76
Sensor Name: TEMP_SENS_FRONT
Alarm Desc: Temperature Threshold Crossed

Severity: Minor
Sensor ID: 91
Sensor Name: DDR3_P1_D2_TMP
Alarm Desc: Temperature Threshold Crossed

UCS-A /chassis/cartridge/server #

Cisco UCS M シリーズモジュラサーバ用 Cisco UCS Manager CLI クイックリファレンスガイドリリース
2.5    

75

モジュラサーバの管理

ヘルス LED ステータスの表示



    Cisco UCS M シリーズモジュラサーバ用 Cisco UCS Manager CLI クイックリファレンスガイドリ
リース 2.5

76

モジュラサーバの管理

ヘルス LED ステータスの表示



第 6 章

トラステッドプラットフォームモジュール

の設定

• トラステッドプラットフォームモジュール, 77 ページ

• Intel Trusted Execution Technology, 77 ページ

• トラステッドプラットフォームの設定, 78 ページ

トラステッドプラットフォームモジュール
トラステッドプラットフォームモジュール（TPM）は、サーバの認証に使用するアーティファク
トを安全に保存できるコンポーネントです。これらのアーティファクトには、パスワード、証明

書、または暗号キーを収録できます。プラットフォームが信頼性を維持していることを確認する

うえで効果的なプラットフォームの尺度の保存でも、TPMを使用できます。すべての環境で安全
なコンピューティングを実現するうえで、認証（プラットフォームがその表明どおりのものであ

ることを証明すること）および立証（プラットフォームが信頼でき、セキュリティを維持してい

ることを証明するプロセス）は必須の手順です。これは IntelのTrustedExecutionTechnology（TXT）
セキュリティ機能の要件であり、TPMを搭載したサーバの BIOS設定でイネーブルにする必要が
あります。Cisco UCSME-2814コンピュートカートリッジのモジュラサーバにのみ、TPMのサ
ポートが含まれています。これらのサーバでは TPMがデフォルトで有効になっています。

Intel Trusted Execution Technology
Intel Trusted Execution Technology（TXT）を使用すると、ビジネスサーバ上で使用および保管され
る情報の保護機能が強化されます。この保護の主要な特徴は、隔離された実行環境および付随メ

モリ領域の提供にあり、機密データに対する操作をシステムの他の部分から見えない状態で実行

することが可能になります。Intel TXTは、暗号キーなどの機密データを保管できる封印されたス
トレージ領域を提供し、悪意のあるコードからの攻撃時に機密データが漏洩するのを防ぐために

利用できます。Cisco UCSME-2814コンピュートカートリッジのモジュラサーバにのみ、TXTの
サポートが含まれています。デフォルトでは、TXTはこれらのサーバで無効になっています。
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TXTはTPM、Intel Virtualization Technology（VT）、および Intel Virtualization Technology for Directed
I/O（VT-d）が有効になっている場合にだけ、有効にできます。TXTだけを有効にすると、暗黙的
に TPM、VT、および VT-dも有効になります。

トラステッドプラットフォームの設定
Cisco UCSME-2814のコンピュートカートリッジのモジュラサーバには TPMと TXTのサポート
が含まれています。UCS Managerリリース 2.5(2)では TPMおよび TXTで次の操作を行うことが
できます。

• TPMの有効化または無効化, （78ページ）

• TXTの有効化または無効化, （79ページ）

•モジュラサーバの TPMのクリア, （80ページ）

• TPMのプロパティの表示, （82ページ）

TPM の有効化または無効化

手順の概要

1. UCS-A# scope orgorg-name
2. UCS-A /org # create bios-policypolicy-name
3. UCS-A /org/bios-policy* # set trusted-platform-module-config tpm-state {enabled | disabled |

platform-default}
4. UCS-A /org/bios-policy* # commit-buffer
5. UCS-A /org # create service-profilesp-name}
6. UCS-A /org/service-profile* # set bios-policypolicy-name
7. UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer
8. UCS-A /org/service-profile # associate serverchassis-id / cartridge-id / slot-id

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織モー

ドを開始するには、/を org-nameとして入力します。
UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

BIOSポリシーを指定されたポリシー名で作成し、組織
BIOSポリシーモードを開始します。

UCS-A /org # create bios-policypolicy-nameステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

TPMを有効にするか、無効にするかを指定します。プ
ラットフォームのデフォルトでは、TPMは有効になっ
ています。

UCS-A /org/bios-policy* # set
trusted-platform-module-config tpm-state
{enabled | disabled | platform-default}

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A /org/bios-policy* # commit-bufferステップ 4   

指定されたサービスプロファイルを作成し、サービス

プロファイルのコンフィギュレーションモードを開始

します。

UCS-A /org # create service-profilesp-name}ステップ 5   

指定された BIOSポリシーをサービスプロファイルに
関連付けます。

UCS-A /org/service-profile* # set
bios-policypolicy-name

ステップ 6   

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A /org/service-profile* # commit-bufferステップ 7   

サービスプロファイルを 1つのサーバに関連付けま
す。

UCS-A /org/service-profile # associate
serverchassis-id / cartridge-id / slot-id

ステップ 8   

次に、TPMを有効にする例を示します。

UCS-A # scope org
UCS-A /org # create bios-policy bp1
UCS-A /org/bios-policy* # set trusted-platform-module-config tpm-state enabled
UCS-A /org/bios-policy* # commit-buffer
UCS-A /org # create service-profile sp1
UCS-A /org/service-profile* # set bios-policy bp1
UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile # associate server 1/3/1

TXT の有効化または無効化

手順の概要

1. UCS-A# scope orgorg-name
2. UCS-A /org # create bios-policypolicy-name
3. UCS-A /org/bios-policy* # set intel-trusted-execution-technology-config txt-support {enabled | disabled

| platform-default}
4. UCS-A /org/bios-policy* # commit-buffer
5. UCS-A /org # create service-profilesp-name}
6. UCS-A /org/service-profile* # set bios-policypolicy-name
7. UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer
8. UCS-A /org/service-profile # associate serverchassis-id / cartridge-id / slot-id
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織モー

ドを開始するには、/を org-nameとして入力します。
UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

BIOSポリシーを指定されたポリシー名で作成し、組織
BIOSポリシーモードを開始します。

UCS-A /org # create bios-policypolicy-nameステップ 2   

TXTを有効にするか、無効にするかを指定します。プ
ラットフォームのデフォルトでは、TXTは有効になっ
ています。

UCS-A /org/bios-policy* # set
intel-trusted-execution-technology-config
txt-support {enabled | disabled |
platform-default}

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A /org/bios-policy* # commit-bufferステップ 4   

指定されたサービスプロファイルを作成し、サービス

プロファイルのコンフィギュレーションモードを開始

します。

UCS-A /org # create service-profilesp-name}ステップ 5   

指定された BIOSポリシーをサービスプロファイルに
関連付けます。

UCS-A /org/service-profile* # set
bios-policypolicy-name

ステップ 6   

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A /org/service-profile* # commit-bufferステップ 7   

サービスプロファイルを 1つのサーバに関連付けま
す。

UCS-A /org/service-profile # associate
serverchassis-id / cartridge-id / slot-id

ステップ 8   

次に、TXTを有効にする例を示します。

UCS-A # scope org
UCS-A /org # create bios-policy bp1
UCS-A /org/bios-policy* # set intel-trusted-execution-technology-config txt-support enabled
UCS-A /org/bios-policy* # commit-buffer
UCS-A /org # create service-profile sp1
UCS-A /org/service-profile* # set bios-policy bp1
UCS-A /org/service-profile* # commit-buffer
UCS-A /org/service-profile # associate server 1/3/1

モジュラサーバの TPM のクリア
TPMをサポートするモジュラサーバでのみ、TPMをクリアできます。
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TPMのクリアは危険性のある操作です。OSが起動を停止することがあります。また、データ
を損失する可能性もあります。

注意

はじめる前に

TPMが有効である必要があります。

手順の概要

1. UCS-A# scope serverchassis-id/cartridge-id/server-id
2. UCS-A# /chassis/cartridge/server # scope tpmtpm-ID
3. UCS-A# /chassis/cartridge/server/tpm # set adminaction clear-config
4. UCS-A# /chassis/cartridge/server/tpm # commit-buffer

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したサーバのサーバモードを開始しま

す。

UCS-A# scope serverchassis-id/cartridge-id/server-idステップ 1   

指定された TPMの org TPMモードを開始し
ます。

UCS-A# /chassis/cartridge/server # scope tpmtpm-IDステップ 2   

TPM のクリアを指定します。UCS-A# /chassis/cartridge/server/tpm # set
adminaction clear-config

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A# /chassis/cartridge/server/tpm #
commit-buffer

ステップ 4   

次に、モジュラサーバの TPMをクリアする方法の例を示します。

UCS-A# scope server 1/3/1
UCS-A# /chassis/cartridge/server # scope tpm 1
UCS-A# /chassis/cartridge/server/tpm # set adminaction clear-config
UCS-A#/chassis/cartridge/server/tpm* # commit-buffer
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TPM のプロパティの表示

手順の概要

1. UCS-A# scope serverchassis-id/cartridge-id/server-id
2. UCS-A /chassis/cartridge/server # scope tpmtpm-id
3. UCS-A /chassis/cartridge/server/tpm # show
4. UCS-A /chassis/cartridge/server/tpm # show detail

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定したサーバのサーバモードを開始しま

す。

UCS-A# scope
serverchassis-id/cartridge-id/server-id

ステップ 1   

指定されたTPM IDのTPMモードを開始しま
す。

UCS-A /chassis/cartridge/server # scope tpmtpm-idステップ 2   

TPMプロパティを表示します。UCS-A /chassis/cartridge/server/tpm # showステップ 3   

TPMプロパティの詳細を表示します。UCS-A /chassis/cartridge/server/tpm # show detailステップ 4   

次に、モジュラサーバの TPMプロパティを表示する例を示します。
UCS-A# scope server 1/3/1
UCS-A /chassis/cartridge/server # scope tpm 1
UCS-A /chassis/cartridge/server/tpm # show

Trusted Platform Module:
Presence: Equipped
Enabled Status: Enabled
Active Status: Activated
Ownership: Unowned

UCS-A /chassis/cartridge/server/tpm # show detail

Trusted Platform Module:
Enabled Status: Enabled
Active Status: Activated
Ownership: Unowned
Tpm Revision: 2
Model: UCSX-TPM2-001
Vendor: Cisco Systems Inc
Serial: FCH19257E58
Admin Action: Unspecified
Config State: Not Applied

UCS-A /chassis/cartridge/server/tpm #
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